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(57)【要約】

　低域側に優先してビットを割り当てる符号化処理で符

号化してスペクトル符号を得る符号化部１４を含む符号

化装置であって、音信号が摩擦音的な音であるか否かを

判定する摩擦音判定部１２と、摩擦音判定部１２が摩擦

音的な音であると判定した場合には、音信号の周波数ス

ペクトル系列のうちの所定の周波数よりも低域側にある

低域側周波数スペクトル系列の全部または一部と、これ

と同数の、周波数スペクトル系列のうちの所定の周波数

よりも高域側にある高域側周波数スペクトル系列の全部

または一部と、を入れ替えたものを調整済周波数スペク

トル系列として得る摩擦音調整部１３と、を更に含み、

符号化部１４は、調整済周波数スペクトル系列を符号化

する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を 低 域 側 に

優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 符 号 化 部 を 含

む 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部 と 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部

ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 前 記 所 定 の 周 波 数 よ り

も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 に 対 応 す る 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 部 と 、 を

更 に 含 み 、

　 前 記 符 号 化 部 は 、 前 記 摩 擦 音 調 整 部 が 得 た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 前 記 音 信 号 に

対 応 す る 前 記 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 と し て 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 高 域 側 調 整 済 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 に よ り 構 成 さ れ る と し て 、 前 記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の

サ ン プ ル を 前 記 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め 、 前 記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に 配 置 し

、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に 配 置 し 、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前

記 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め る こ と に よ り 前 記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 を 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に あ る 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 高 域 側 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

と し て 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 高 域 側 調 整 済 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 に よ り 構 成 さ れ る と し て 、 前 記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の

サ ン プ ル を 前 記 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に 配 置 し 、 前 記 低 域 側 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め

、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 中 に 含 め 、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前 記 高 域 側 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に 配 置 す る こ と に よ り 前 記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 を 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前
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記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に あ る 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

と し て 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 符 号 化 し て ス ペ ク ト

ル 符 号 を 得 る 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部 と 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 を 高 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て

、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て

る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 摩 擦 音 対 応 符 号 化 部 と 、 含 む 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ か ら ６ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 は 、 当 該 フ レ ー ム の 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波

数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比

が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 、 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 前

記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ か ら ６ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 は 、 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス

ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い

か 閾 値 以 上 で あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ

ー ム 数 以 上 で あ る 場 合 に 、 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 で あ っ て 、 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が

割 り 当 て ら れ て い る ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 、 復 号 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ

ン プ ル 列 を 得 る 復 号 部 を 含 む 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合

に は 、 前 記 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ

る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 復 号 部 が 得 た 周 波 数

領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全

部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前

記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を そ の ま ま 復 号 音 信 号 の 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 解 除 部 を 更 に 含 む 、

　 復 号 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合

に は 、 前 記 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 高 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 前

記 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前

記 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 前 記 ス ペ ク

ト ル 符 号 を 復 号 し て 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 る 摩 擦 音 対 応 復 号 部 を 含 む 、

　 復 号 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】
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　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 で 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音

判 定 装 置 で あ っ て 、

　 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 前 記 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お

け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平

均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で

あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ ー ム 数 以 上 で

あ る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム に つ い て 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部

を 含 む 、

　 摩 擦 音 判 定 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を 低 域 側 に

優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 符 号 化 ス テ ッ

プ を 含 む 符 号 化 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 ス テ ッ プ と 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 ス テ ッ プ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 の 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 前 記 所 定 の 周 波

数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も

の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 に 対 応 す

る 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 ス

テ ッ プ と 、 を 更 に 含 み 、

　 前 記 符 号 化 ス テ ッ プ は 、 前 記 摩 擦 音 調 整 ス テ ッ プ が 得 た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を

前 記 音 信 号 に 対 応 す る 前 記 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 と し て 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得

る 、

　 符 号 化 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 符 号 化 し て ス ペ ク ト

ル 符 号 を 得 る 符 号 化 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 ス テ ッ プ と 、 前 記 摩 擦 音

判 定 ス テ ッ プ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 高

域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て 、 前 記

以 外 の 場 合 に は 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号

化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 摩 擦 音 対 応 符 号 化 ス テ ッ プ と 、 含 む 、

　 符 号 化 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 で あ っ て 、 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が

割 り 当 て ら れ て い る ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 、 復 号 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ

ン プ ル 列 を 得 る 復 号 ス テ ッ プ を 含 む 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合

に は 、 前 記 復 号 ス テ ッ プ が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域

側 に あ る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 復 号 ス テ ッ プ

が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ

ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と

し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 復 号 ス テ ッ プ が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を そ の

ま ま 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 解 除 ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、

　 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 を 得 る 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合
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に は 、 前 記 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 高 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 前

記 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前

記 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 前 記 ス ペ ク

ト ル 符 号 を 復 号 し て 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 る 摩 擦 音 対 応 復 号 ス テ ッ プ と 、 含 む 、

　 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 で 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音

判 定 方 法 で あ っ て 、

　 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 前 記 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お

け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平

均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で

あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ ー ム 数 以 上 で

あ る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム に つ い て 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 ス

テ ッ プ を 含 む 、

　 摩 擦 音 判 定 方 法 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 請 求 項 １ か ら ８ の 何 れ か の 符 号 化 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ

ロ グ ラ ム 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 請 求 項 ９ ま た は １ ０ の 復 号 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ

ム 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 請 求 項 １ １ の 摩 擦 音 判 定 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム

。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 音 信 号 の 符 号 化 技 術 な ど の 信 号 処 理 技 術 に お い て 、 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク

ト ル に 由 来 す る サ ン プ ル 列 を 符 号 化 又 は 復 号 す る 技 術 、 及 び 、 例 え ば 符 号 化 に 用 い ら れ る

摩 擦 音 を 判 定 す る 技 術 に 関 連 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 音 信 号 を 圧 縮 符 号 化 す る 際 、 そ の 圧 縮 の 効 率 を 高 め る た め に 、 音 信 号 を 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 列 で 表 現 し 、 当 該 周 波 数 ス ペ ク ト ル 列 に つ い て 聴 覚 的 な 重 要 度 を 考 慮 し た ビ ッ ト 割 り 当

て を 行 っ て 符 号 化 す る こ と が 従 来 よ り 行 わ れ て い る 。 聴 覚 的 な 重 要 度 を 考 慮 し た ビ ッ ト 割

り 当 て は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 列 の う ち の 低 周 波 数 に 対 応 す る サ ン プ ル に 優 先 し て ビ ッ ト を

割 り 当 て る こ と な ど に よ り 行 わ れ る 。 そ の 結 果 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 列 の う ち の 高 周 波 数 に

対 応 す る サ ン プ ル に つ い て は 、 割 り 当 て ら れ る ビ ッ ト が 少 な か っ た り 、 ビ ッ ト が 全 く 割 り

当 て ら れ な か っ た り す る 。 ビ ッ ト が 全 く 割 り 当 て ら れ な か っ た 場 合 に は 、 高 周 波 数 に 対 応

す る サ ン プ ル 列 に 関 す る 直 接 的 な 情 報 は 符 号 化 装 置 で は 全 く 符 号 化 し な い こ と か ら 、 対 応

す る 復 号 装 置 で は 周 波 数 ス ペ ク ト ル 列 の う ち の 高 周 波 数 に 対 応 す る サ ン プ ル 値 を ０ と し て

復 号 音 を 得 る こ と に な る 。 つ ま り 周 波 数 帯 域 を 制 限 し た 符 号 化 ・ 復 号 が 行 わ れ る こ と に な

る 。 こ れ は 、 人 間 が 音 を 受 聴 す る 際 、 高 周 波 数 に 対 す る 感 度 が 低 く 、 再 生 さ れ な く て も 気

づ か な い 場 合 が あ る こ と に 基 づ い て い る 。 高 周 波 数 帯 で 節 約 し た ビ ッ ト 数 を 低 周 波 数 帯 に

割 り 当 て る こ と に よ り 、 人 間 の 聴 覚 特 性 に 対 し て よ り 重 要 な 情 報 を 精 度 よ く 表 現 す る こ と

が で き る 。 こ の よ う に 、 音 信 号 の 符 号 化 方 式 は 、 低 周 波 数 の ス ペ ク ト ル に 対 し て よ り ビ ッ

ト 数 を 割 く よ う に 設 計 が な さ れ て い る こ と が 多 い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 従 来 技 術 と し て 非 特 許 文 献 １ の 技 術 が あ る 。 非 特 許 文 献 １ の 符 号 化 装 置 は 、

そ の 要 部 を 図 １ ５ に 示 す 通 り 、 周 波 数 領 域 変 換 部 ３ １ と 符 号 化 部 ３ ２ と を 含 む 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】

　 周 波 数 領 域 変 換 部 ３ １ に は 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 が 入 力 さ れ る 。 周

波 数 領 域 変 換 部 ３ １ は 、 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 を

周 波 数 領 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 変 換 し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 符 号 化 部 ３ ２ に は 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 入 力 さ れ る 。 符 号 化 部 ３ ２ は 、 所 定 の 時 間 長

の フ レ ー ム 単 位 で 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 含 ま れ る 各 サ ン プ ル に つ い て 聴 覚 的 な 重 要 度

を 考 慮 し た ビ ッ ト 割 り 当 て を 行 い 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 含 ま れ る 各 サ ン プ ル を 割 り 当

て ら れ た ビ ッ ト 数 で 符 号 化 し て 符 号 を 得 て 出 力 す る 。 そ の 際 、 符 号 化 部 ３ ２ は 、 ビ ッ ト が

割 り 当 て ら れ な か っ た サ ン プ ル に 対 応 す る 符 号 は 得 な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 非 特 許 文 献 １ の 復 号 装 置 は 、 そ の 要 部 を 図 １ ６ に 示 す 通 り 、 復 号 部 ４ １ と 時 間 領 域 変 換

部 ４ ２ を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 復 号 部 ４ １ に は 復 号 装 置 に 入 力 さ れ た 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復 号 部 ４ １ は 、 所 定 の 時 間 長

の フ レ ー ム 単 位 で 、 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 各 サ ン プ ル の 復 号 値 を 得 る 。

そ の 際 、 復 号 部 ４ １ は 、 符 号 化 装 置 で ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ な か っ た サ ン プ ル に 対 応 す る

符 号 は 存 在 し な い の で 、 当 該 サ ン プ ル の 復 号 値 を ０ と す る 。 復 号 部 ４ １ は 、 各 サ ン プ ル の

復 号 値 に よ る 系 列 を 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 時 間 領 域 変 換 部 ４ ２ に は 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 入 力 さ れ る 。 時 間 領 域 変 換 部 ４ ２

は 、 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 時 間 領 域 の

音 信 号 （ 復 号 音 信 号 ） に 変 換 し て 出 力 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 J.D. Johnston, ＂ Estimation of perceptual entropy using noise ma

sking criteria＂ , International Conference on Acoustics, Speech, and Signal Proc

essing, pp. 2524-2527, vol.5, 1988.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 非 特 許 文 献 １ の 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置 に よ れ ば 、 自 然 音 の 中 の 多 く の 音 に つ い て は 聴 覚

品 質 の 劣 化 が 少 な い 復 号 音 を 得 る こ と が で き る 。 し か し 、 自 然 音 の 中 に は 人 間 の 発 話 音 声

中 の 摩 擦 音 の よ う に 、 高 周 波 数 に エ ネ ル ギ ー が 集 中 し て い て 、 低 周 波 数 に は ほ と ん ど エ ネ

ル ギ ー が な い よ う な 音 も 存 在 し て い る 。 そ の よ う な 音 信 号 に 対 し て 上 記 の よ う な ビ ッ ト 数

の 配 分 を 行 っ て し ま う と 、 特 に ビ ッ ト レ ー ト の 低 い 条 件 下 で は 、 そ の 音 の 主 と な る 周 波 数

成 分 が 大 き く 歪 ん だ 復 号 音 が 得 ら れ て し ま い 、 復 号 音 は 聴 感 的 に も 劣 化 し て し ま う と い う

課 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 符 号 化 装 置 の 構 成 を 大 き く 変 更 す る こ と な く 、 摩 擦 音 な ど の 音 信 号

も 聴 感 的 な 劣 化 が 少 な く な る よ う に 符 号 化 及 び 復 号 す る た め の 符 号 化 装 置 及 び 復 号 装 置 、

符 号 化 装 置 に 用 い ら れ る 摩 擦 音 判 定 装 置 、 こ れ ら の 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を

目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 符 号 化 装 置 は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 に 対 応

す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化

し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 符 号 化 部 を 含 む 符 号 化 装 置 で あ っ て 、 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で

あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部 と 、 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場
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合 に は 、 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち

の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を

入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 音 信 号

に 対 応 す る 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦

音 調 整 部 と 、 を 更 に 含 み 、 符 号 化 部 は 、 摩 擦 音 調 整 部 が 得 た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

を 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 と し て 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 符 号 化 装 置 は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 の 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 符 号 化 装 置 で あ っ て 、 音 信 号 が 摩 擦

音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部 と 、 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と

判 定 し た 場 合 に は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 高 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化

処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を

低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 摩 擦

音 対 応 符 号 化 部 と 、 含 む 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号

で あ っ て 、 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 、

復 号 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を 得 る 復 号 部 を 含 む 復 号 装 置 で あ っ て 、 入

力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は

、 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側

周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ

ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部

と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合

に は 、 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を そ の ま ま 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 解 除 部 を 更 に 含 む 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 復 号 装 置 は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号

を 復 号 し て 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 る 復 号 装 置 で あ っ て 、 入 力 さ れ た 摩 擦

音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル

符 号 に は 高 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し

て 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 低 域 側 に 優 先

し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 を 得 る 摩 擦 音 対 応 復 号 部 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 発 明 の 一 態 様 に よ る 摩 擦 音 判 定 装 置 は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 で 音 信 号 が

摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 装 置 で あ っ て 、 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数

の フ レ ー ム に お い て 、 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル

の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど

大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い

フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ ー ム 数 以 上 で あ る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム に つ

い て 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部 を 含 む 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 例 え ば 符 号 化 装 置 及 び 復 号 装 置 に よ れ ば 、 摩 擦 音 な ど の 音 信 号 も 聴 感 的 な 劣 化 が 少 な く

な る よ う に 符 号 化 及 び 復 号 を 行 う こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ 】 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 の 例 を 示 す 流 れ 図 。
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【 図 ３ 】 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ４ 】 第 一 実 施 形 態 の 復 号 方 法 の 例 を 示 す 流 れ 図 。

【 図 ５ 】 摩 擦 音 調 整 処 理 の 例 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ６ 】 摩 擦 音 調 整 処 理 の 例 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ７ 】 摩 擦 音 調 整 処 理 の 例 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ８ 】 摩 擦 音 調 整 処 理 の 例 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ９ 】 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ０ 】 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 の 例 を 示 す 流 れ 図 。

【 図 １ １ 】 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ２ 】 第 二 実 施 形 態 の 復 号 方 法 の 例 を 示 す 流 れ 図 。

【 図 １ ３ 】 帯 域 拡 張 処 理 及 び 摩 擦 音 調 整 解 除 処 理 の 例 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 １ ４ 】 帯 域 拡 張 処 理 及 び 摩 擦 音 調 整 解 除 処 理 の 例 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 １ ５ 】 従 来 技 術 の 符 号 化 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ６ 】 従 来 技 術 の 復 号 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ＜ 第 一 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 の シ ス テ ム は 、 符 号 化 装 置 お よ び 復 号 装 置 を 含 む 。 符 号 化 装 置 は 、 所 定 の

時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 を 符 号 化 し て 符 号 を 得 て 出 力 す る 。

符 号 化 装 置 が 出 力 す る 符 号 は 復 号 装 置 へ 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 は 入 力 さ れ た 符 号 を 復 号 し

て フ レ ー ム 単 位 の 時 間 領 域 の 音 信 号 を 出 力 す る 。 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ る 音 信 号 は 、 例 え

ば 、 音 声 や 音 楽 な ど の 音 を マ イ ク ロ ホ ン で 収 音 し 、 Ａ Ｄ 変 換 し て 得 ら れ た 音 声 信 号 又 は 音

響 信 号 で あ る 。 ま た 、 復 号 装 置 が 出 力 し た 音 信 号 は 、 例 え ば 、 Ｄ Ａ 変 換 さ れ 、 ス ピ ー カ で

再 生 さ れ る こ と で 、 受 聴 可 能 と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ≪ 符 号 化 装 置 ≫

　 図 １ を 参 照 し て 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 処 理 手 続 き を 説 明 す る 。 図 １ に 例 示 す る

よ う に 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ 、 摩 擦

音 調 整 部 １ ３ 、 符 号 化 部 １ ４ 、 多 重 化 部 １ ５ を 含 む 。 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の

音 信 号 は 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ へ 入 力 さ れ る 。 符 号 化 装 置 は 、 各 部 で 所 定 の 時 間 長 の フ レ

ー ム 単 位 で の 処 理 を 行 う 。 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 は 、 符 号 化 装 置 の 各 部 が 、 以 下 及 び

図 ２ に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ １ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ５ の 処 理 を 行 う こ と に よ り 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 時 間 領 域 の 音 信 号 で は な く 周 波 数 領 域 の 音 信 号 を 符 号 化 装 置 に 入 力 す る 構 成 と し

て も よ い 。 こ の 構 成 と す る 場 合 に は 、 符 号 化 装 置 は 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ を 含 ま な い で よ

く 、 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 の 周 波 数 領 域 の 音 信 号 を 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ と 摩 擦 音 調 整

部 １ ３ に 入 力 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ［ 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ］

　 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ に は 、 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 が 入 力 さ れ る 。

周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ は 、 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号

を 例 え ば 修 正 離 散 コ サ イ ン 変 換 （ M DCT） な ど で 周 波 数 領 域 の N点 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X

0 ,… ,X N - 1 に 変 換 し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 Nは 正 の 整 数 で あ り 、 例 え ば N=32な ど

で あ る 。 ま た 、 Xに 下 付 き で 付 し て あ る 添 え 字 は 周 波 数 の 低 い ス ペ ク ト ル か ら 順 に 振 ら れ

て い る 番 号 で あ る 。 周 波 数 領 域 へ の 変 換 方 法 と し て 、 M DCTで は な い 様 々 な 公 知 の 変 換 方 法

等 （ 例 え ば 、 離 散 フ ー リ エ 変 換 、 短 時 間 フ ー リ エ 変 換 等 ） を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ は 、 変 換 に よ り 得 た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２

及 び 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ に 出 力 す る 。 な お 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ は 、 変 換 に よ り 得 た 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 対 し て 聴 覚 的 な 重 み 付 け の た め に フ ィ ル タ 処 理 や 圧 伸 処 理 を 施 し 、 フ
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ィ ル タ 処 理 後 や 圧 伸 処 理 後 の 系 列 を 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 と し て 出 力 し て も よ

い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ［ 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ （ 摩 擦 音 判 定 装 置 ） ］

　 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ に は 、 例 え ば 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 出 力 し た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 X 0 ,… ,X N - 1 が 入 力 さ れ る 。 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 を 用 い て 、 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 し 、 そ の 判

定 結 果 を 摩 擦 音 判 定 情 報 と し て 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ 及 び 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ

Ｓ １ ２ ） 。 摩 擦 音 判 定 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 １ ビ ッ ト の 情 報 を 用 い れ ば よ い 。 す な わ ち

、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る 場 合 に は 、 摩 擦 音

的 な 音 で あ る こ と を 示 す 情 報 と し て ビ ッ ト "1"を 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音

で な い 場 合 に は 、 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 情 報 と し て ビ ッ ト "0"を 、 摩 擦 音 判 定 情

報 と し て 出 力 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 入 力 さ れ た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の 低

域 側 に あ る サ ン プ ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 入 力 さ れ た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N

- 1 の う ち の 高 域 側 に あ る サ ン プ ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 を 当

該 フ レ ー ム が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と の 指 標 と し て 求 め る 。 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 求 め た

指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し 、

そ う で な い 場 合 す な わ ち 求 め た 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 以 下 で あ る か 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に

摩 擦 音 的 な 音 で な い と 判 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 1よ り 大 き く N-1よ り 小 さ い 整 数 値 を M Aと し 、 M Aよ り 大 き く Nよ り 小 さ い 整 数 値 を M Bと す

る と 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の サ ン プ ル

番 号 が M A以 下 の サ ン プ ル で あ る X 0 ,… ,X M A を 低 域 側 に あ る サ ン プ ル と し 、 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M B以 上 の サ ン プ ル で あ る X M B ,… ,X N - 1 を 高 域 側

に あ る サ ン プ ル と し て 、 X 0 ,… ,X M A の 全 て ま た は 一 部 の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値

ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 低 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー と し 、 X M B ,… ,X N - 1 の 全 て ま た は 一 部 の サ

ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 高 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー と し 、 高 域

側 平 均 エ ネ ル ギ ー を 低 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー で 除 算 し て 得 ら れ る 値 を 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ

と の 指 標 と し て 求 め る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 な お 、 整 数 値 M Aは 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ で 低 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー の 算 出 対 象 と な る 低 域 側

の サ ン プ ル が 、 後 述 す る 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ で の 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 含 ま れ る よ

う に 、 設 定 す る の が よ い 。 す な わ ち 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ で 用 い る 整 数 値 M Aは 、 後 述 す る 摩

擦 音 調 整 部 １ ３ の 整 数 値 M未 満 の 値 と す る の が よ い 。 ま た 、 整 数 値 M Bは 、 摩 擦 音 判 定 部 １

２ で 高 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー の 算 出 対 象 と な る 高 域 側 の サ ン プ ル が 、 後 述 す る 摩 擦 音 調 整 部

１ ３ で の 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 含 ま れ る よ う に 、 設 定 す る の が よ い 。 す な わ ち 、

摩 擦 音 判 定 部 １ ２ で 用 い る 整 数 値 M Bは 、 後 述 す る 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ の 整 数 値 M以 上 の 値 と

す る の が よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 低 域 側 に あ る サ ン プ ル X 0 ,… ,X M A の う ち の 一 部 の サ ン プ ル の 値 を 上 記 の 指 標 の 算 出 に 用

い る 場 合 に は 、 X 0 ,… ,X M A の う ち の 周 波 数 が 最 も 低 い 側 か ら １ 個 ま た は 複 数 個 の サ ン プ ル

の 値 を 上 記 の 指 標 の 算 出 に 用 い る の が よ い 。 す な わ ち 、 α を M A未 満 の 正 の 整 数 と し て 、 X 0

,… ,X α の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 低 域 側 平 均 エ ネ ル ギ

ー と す る の が よ い 。 こ の α の 値 は 、 X 0 ,… ,X α が 摩 擦 音 的 な 音 以 外 の 音 で あ れ ば 周 波 数 ス

ペ ク ト ル が 通 常 存 在 し 得 る 範 囲 に な る よ う に 、 事 前 の 実 験 な ど に 基 づ い て 予 め 定 め れ ば よ

い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 後 述 す る 符 号 化 部 １ ４ で の 符 号 化 処 理 に お い て は 、 符 号 化 処 理 で 得 る ビ ッ ト 数 の 最 大 値
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の 制 約 か ら 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 最 も 高 い 周 波 数 か ら 何 個 か の サ ン プ ル

に は ビ ッ ト が 全 く 割 り 当 て ら れ な い こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 後 述 す る 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ で

の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 調 整 処 理 を 行 っ た と し て も 行 わ な か っ た と し て も 、 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 の う ち の 最 も 高 い 周 波 数 か ら β 個 （ β は 正 の 整 数 ） の サ ン プ ル に は ビ ッ ト が 全 く 割

り 当 て ら れ な い こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 X M B ,… ,X N - 1 の う ち の 最 も 高 い 周 波 数

か ら β 個 の サ ン プ ル を 除 い た X M B ,… ,X N - 1 - β を 上 記 の 指 標 の 算 出 に 用 い る と よ い 。 す な わ

ち 、 X M B ,… ,X N - 1 - β の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 高 域 側 平

均 エ ネ ル ギ ー と す る の が よ い 。 な お 、 こ の β の 値 は 、 事 前 に 設 計 し た 符 号 化 部 １ ４ が 行 う

符 号 化 処 理 と 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 に 対 応 さ せ て 、 予 め 定 め れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ５ と 図 ６ は 、 N=32、 M=20の 場 合 の 後 述 す る 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ の 例 で あ る 。 こ れ ら の 例

に お い て は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の X 0 ,… ,X 1 9 が 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と

さ れ 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の X 2 0 ,… ,X 3 1 が 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と さ れ る

。 し た が っ て 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 M Aを 20未 満 の 値 で あ る 例 え ば 19と し 、 M Bを 20以 上 の

値 で あ る 例 え ば 20と し て 、 X 0 ,… ,X 1 9 の 全 て ま た は 一 部 の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均

値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 低 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー と し 、 X 2 0 ,… ,X 3 1 の 全 て ま た は 一 部 の サ

ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 高 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー と す れ ば よ

い 。 こ こ で α =8と す る 場 合 に は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は X 0 ,… ,X 8 の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和

の 平 均 値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 低 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー と す れ ば よ い 。 ま た こ こ で β =4と

す る 場 合 に は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は X 2 0 ,… ,X 2 7 の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値 ま た は

二 乗 和 の 平 均 値 を 高 域 側 平 均 エ ネ ル ギ ー と す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 図 １ に 破 線 で 示 し た よ う に 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ に 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 出 力 し

た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 で は な く 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 を 入 力 し て 、

フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 を 用 い て 、 当 該 フ レ ー ム の 音 信 号 が 摩 擦 音

的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 し て も よ い 。 こ の 判 定 は 、 例 え ば 、 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信

号 の 零 交 差 点 数 を 当 該 フ レ ー ム が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と の 指 標 と し て 求 め 、 求 め た 指 標

が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し 、 そ う

で な い 場 合 す な わ ち 求 め た 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 以 下 で あ る か 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に 摩 擦

音 的 な 音 で な い と 判 定 す る こ と に よ り 行 え ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ［ 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ ］

　 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ に は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 出 力 し た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,

X N - 1 と 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 入 力 さ れ る 。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は

、 フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は

、 入 力 さ れ た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 に 対 し て 以 下 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 調 整 処

理 を 行 っ て 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 得 て 、 得 ら れ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 符 号 化 部 １ ４ へ 出 力 し 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と

を 示 す 場 合 に は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 Y 0 ,… ,Y N - 1 と し て 符 号 化 部 １ ４ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 1よ り 大 き く Nよ り 小 さ い 整 数 値 を Mと す る と 、 例 え ば 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N -

1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M未 満 の サ ン プ ル で あ る X 0 ,… ,X M - 1 に よ る サ ン プ ル 群 を 低 域 側 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M以

上 の サ ン プ ル で あ る X M ,… ,X N - 1 に よ る サ ン プ ル 群 を 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と す る と

、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処

理 は 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X M - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 こ れ と 同

数 の 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X M ,… ,X N - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 を 入 れ 替

え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 と し て 得 る 処 理 で あ る 。 以 下 、 摩 擦 音

調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 を 例 示 す る 。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 と し て は 、 以 下
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に 例 示 す る も の を 含 む 様 々 な 処 理 が 有 り 得 る が 、 何 れ の 処 理 を 行 う か は 予 め 定 め て お く 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 〔 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 の 例 １ 〕

　 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 例 え

ば 、 下 記 の Step 1-1か ら Step 1-6ま で を 行 う こ と に よ り 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,

… ,Y N - 1 を 得 る 。 な お 、 下 記 の Step 1-1か ら Step 1-6ま で は 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ の 動 作 を 分

か り 易 く 示 す た め に 6個 の ス テ ッ プ に 分 け て あ る が 、 下 記 の Step 1-1か ら Step 1-6ま で を

分 け て 行 う の は あ く ま で も 一 例 で あ り 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 配 列 の 要 素 の 入 れ 替 え や イ

ン デ ッ ク ス の 付 け 替 え を 行 う 等 に よ り Step 1-1か ら Step 1-6ま で と 等 価 な 処 理 を 1回 の ス

テ ッ プ で 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 Step 1-1： 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M未 満 の サ ン プ ル

に よ る サ ン プ ル 群 を 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X M - 1 と し 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M以 上 の サ ン プ ル に よ る サ ン プ ル 群 を 高 域 側 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 X M ,… ,X N - 1 と す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 Step 1-2： Step 1-1で 得 た 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X M - 1 に 含 ま れ る C個 （ Cは

正 の 整 数 )の サ ン プ ル を 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 Step 1-3： Step 1-1で 得 た 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X M ,… ,X N - 1 に 含 ま れ る C個 の サ

ン プ ル を 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 Step 1-4： Step 1-2で 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を

取 り 出 し た サ ン プ ル 位 置 に 、 Step 1-3で 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 低 域

側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も の を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y M - 1

と し て 得 る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 Step 1-5： Step 1-3で 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を

取 り 出 し た サ ン プ ル 位 置 に 、 Step1-2で 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 高 域

側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も の を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y M ,… ,Y N - 1

と し て 得 る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 Step 1-6： Step 1-4で 得 た 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y M - 1 と 、 Step 1-5

で 得 た 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y M ,… ,Y N - 1 と 、 を 結 合 し て 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 得 る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 N=32、 M=20、 C=8の 場 合 の Step 1-1か ら Step 1-6ま で の 例 を 図 ５ に 示 す 。 摩 擦 音 調 整 部

１ ３ は 、 ま ず 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X 3 1 の う ち の X 0 ,… ,X 1 9 を 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 と し 、 X 2 0 ,… ,X 3 1 を 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と す る (Step 1-1)。 摩 擦 音 調

整 部 １ ３ は 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X 1 9 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル X 2 ,… ,X 9 を

高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す (Step 1-2)。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 高 域 側 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 2 0 ,… ,X 3 1 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル X 2 0 ,… ,X 2 7 を 低 域 側 へ の 調 整 対

象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す (Step 1-3)。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 中 の X 2 ,… ,X 9 が あ っ た サ ン プ ル 位 置 に X 2 0 ,… ,X 2 7 を 配 置 し た も の を 低 域 側 調 整 済 周 波 数

ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y 1 9 と し て 得 る (Step 1-4)。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 高 域 側 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 中 の X 2 0 ,… ,X 2 7 が あ っ た サ ン プ ル 位 置 に X 2 ,… ,X 9 を 配 置 し た も の を 高 域 側 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 2 0 ,… ,Y 3 1 と し て 得 る (Step 1-5)。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 低 域

側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y 1 9 と 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 2 0 ,… ,Y 3

1 と を 結 合 し て 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y 3 1 を 得 る (Step 1-6)。

【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 〔 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 の 例 ２ 〕

　 ま た 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 上 記 の Step 1-4に 代 え て 下 記 の Step 1-4'を 行 っ て も よ い

。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 Step 1-4＇ ： Step 1-2で 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル

を 取 り 出 し た 残 り の サ ン プ ル を 低 域 側 に 詰 め て 、 空 い た 高 域 側 の サ ン プ ル 位 置 に Step 1-3

で 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も

の 、 を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y M - 1 と し て 得 る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が Step 1-4に 代 え て Step 1-4'を 行 う こ と で 、 後 段 の 符 号 化 部 １ ４ で

は 、 対 応 す る 周 波 数 が 低 い サ ン プ ル ほ ど 聴 覚 的 な 重 要 度 を 高 く し て 符 号 化 す る こ と が 可 能

と な る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の よ う に 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た

場 合 に は 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 高 域 側 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に よ り 構 成 さ れ る と し て 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一

部 の サ ン プ ル を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に 配 置 し 、 高 域 側

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の サ ン プ ル を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域

側 に 配 置 し 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 中 に 含 め る こ と に よ り 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 て も よ い 。

〔 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 の 例 ３ 〕

　 同 様 に 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 上 記 の Step 1-5に 代 え て 下 記 の Step 1-5'を 行 っ て も よ

い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 Step 1-5＇ ： Step 1-3で 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル

を 取 り 出 し た 残 り の サ ン プ ル を 低 域 側 に 詰 め て 、 空 い た 高 域 側 の サ ン プ ル 位 置 に Step1-2

で 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も

の 、 を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y M ,… ,Y N - 1 を 得 る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が Step 1-5に 代 え て Step 1-5'を 行 う こ と で 、 後 段 の 符 号 化 部 １ ４ で

は 、 元 は 高 域 側 に あ っ た サ ン プ ル の ほ う を 元 は 低 域 側 に あ っ た サ ン プ ル よ り も 聴 覚 的 な 重

要 度 を 高 く し て 符 号 化 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 N=32、 M=20、 C=8の 場 合 の Step 1-1か ら Step 1-6ま で の う ち の Step 1-4に 代 え て Step 1-

4'を 行 い 、 Step 1-5に 代 え て Step 1-5'を 行 う 例 を 図 ６ に 示 す 。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 ま

ず 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X 3 1 の う ち の X 0 ,… ,X 1 9 を 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と

し 、 X 2 0 ,… ,X 3 1 を 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と す る (Step 1-1)。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は

、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X 1 9 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル X 2 ,… ,X 9 を 高 域 側 へ の

調 整 対 象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す (Step 1-2) 。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 X 2 0 ,… ,X 3 1 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル X 2 0 ,… ,X 2 7 を 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ

ル と し て 取 り 出 す (Step 1-3)。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の X 1

0 ,… ,X 1 9 を 低 域 側 に 詰 め 、 低 域 側 に 詰 め た X 1 0 ,… ,X 1 9 の 高 域 側 に X 2 0 ,… ,X 2 7 を 配 置 し た も

の を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y 1 9 と し て 得 る (Step 1-4') 。 摩 擦 音 調 整

部 １ ３ は 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の X 2 8 ,… ,X 3 1 を 低 域 側 に 詰 め 、 低 域 側 に 詰 め た

X 2 8 ,… ,X 3 1 の 高 域 側 に X 2 ,… ,X 9 を 配 置 し た も の を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 2 0 ,

… ,Y 3 1 と し て 得 る (Step 1-5')。 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 Y 0 ,… ,Y 1 9 と 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 2 0 ,… ,Y 3 1 と を 結 合 し て 調 整 済 周 波 数

ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y 3 1 を 得 る (Step 1-6)。

【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 こ の よ う に し て 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定

し た 場 合 に は 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 高 域

側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に よ り 構 成 さ れ る と し て 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中

の 一 部 の サ ン プ ル を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に 配 置 し 、 低 域 側 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め 、 高

域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の サ ン プ ル を 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に

含 め 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 中 の 低 域 側 に 配 置 す る こ と に よ り 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 〔 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 の 例 ４ 〕

　 ま た 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 上 記 の Step 1-2に お け る 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら

の 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に は 、 周 波 数 が 最 も 低 い も の か ら １ 個 ま た は 複 数 個 の サ ン

プ ル を 含 め な い よ う に す る の が 望 ま し い 。 こ れ は 、 周 波 数 が 低 い サ ン プ ル は フ レ ー ム 間 の

信 号 波 形 の 連 続 性 に 寄 与 す る サ ン プ ル で あ り 、 符 号 化 部 １ ４ で よ り 多 く の ビ ッ ト を 割 り 当

て た 符 号 化 を す る べ き だ か ら で あ る 。 す な わ ち 、 γ を 正 の 整 数 と し た と き 、 低 域 側 周 波 数

ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の X γ ,… ,X M - 1 か ら C個 の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 選 ぶ よ う に す る の が よ

く 、 例 え ば X γ ,… ,X γ + C - 1 を 調 整 対 象 サ ン プ ル と す れ ば よ い 。 な お 、 γ の 値 を 大 き く す れ

ば フ レ ー ム 間 の 信 号 波 形 の 連 続 性 は 高 ま る が 、 そ の 他 の サ ン プ ル に 符 号 化 部 １ ４ で 割 り 当

て ら れ る ビ ッ ト 数 は 相 対 的 に 少 な く な る こ と か ら 、 フ レ ー ム 内 の 復 号 音 の 聴 覚 品 質 が 低 く

な る 。 従 っ て 、 γ の 値 は 、 こ れ ら の こ と を 考 慮 し て 、 事 前 の 実 験 等 に よ り 定 め る と よ い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 上 述 し た 図 ５ と 図 ６ の 例 で は 、 γ ＝ ２ と し 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 周 波

数 が 最 も 低 い も の か ら ２ 個 の サ ン プ ル で あ る X 0 と X 1 を 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら

の 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に 含 め な い よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し

た 場 合 に は 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に あ る 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 高 域

側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 と し て 得 て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 〔 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 の 例 ５ 〕

　 後 述 す る 符 号 化 部 １ ４ で の 符 号 化 処 理 に お い て は 、 符 号 化 処 理 で 得 る ビ ッ ト 数 の 最 大 値

の 制 約 か ら 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 周 波 数 が 最 も 高 い も の か ら 何 個 か の サ

ン プ ル に は ビ ッ ト が 全 く 割 り 当 て ら れ な い こ と が あ る 。 こ の 場 合 は 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 X M ,… ,X N - 1 の う ち の 周 波 数 が 最 も 高 い も の か ら １ 個 ま た は 複 数 個 の サ ン プ ル に つ

い て は 符 号 化 対 象 と せ ず に 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X M ,… ,X N - 1 の う ち の 低 域 側 に あ

る 残 り の サ ン プ ル を 符 号 化 対 象 と す る の が よ い 。 従 っ て 、 こ の 場 合 に は 、 摩 擦 音 調 整 部 １

３ は 、 上 記 の Step 1-3に お け る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら の 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ

ン プ ル に は 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 周 波 数 が 最 も 高 い も の か ら １ 個 ま た は

複 数 個 の サ ン プ ル は 含 め な い よ う に す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 上 述 し た 図 ５ と 図 ６ の 例 で は 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 周 波 数 が 最 も 高 い

も の か ら ４ 個 の サ ン プ ル で あ る X 2 8 ,… ,X 3 1 を 、 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら の 低 域 側

へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に 含 め な い よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し

た 場 合 に は 、 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 高 域 側 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に あ る 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 と し て 得 て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 ［ 符 号 化 部 １ ４ ］

　 符 号 化 部 １ ４ に は 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 出 力 し た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N

- 1 が 入 力 さ れ る 。 符 号 化 部 １ ４ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 、 サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い サ ン プ ル に 対 し て 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る

方 法 で 、 例 え ば 非 特 許 文 献 １ と 同 じ 方 法 で 、 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て 、 得 た ス ペ

ク ト ル 符 号 を 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ こ で 、 サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い サ ン プ ル に 対 し て 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 方 法 と は

、 例 え ば 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 複 数 の 部 分 系 列 に 分 け 、 サ ン プ ル 番

号 が 小 さ い ほ う の 部 分 系 列 ほ ど 小 さ な 値 の 利 得 で 部 分 系 列 に 含 ま れ る 各 サ ン プ ル を 除 算 し

て 、 除 算 結 果 の 整 数 値 そ れ ぞ れ を 可 変 長 符 号 や 固 定 長 符 号 を 用 い て 符 号 化 し た り 、 ベ ク ト

ル 量 子 化 を し た り し て 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 対 応 す る 符 号 で あ る ス ペ ク ト ル 符

号 を 得 る 方 法 な ど で あ る 。 そ の 際 、 サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う の 一 部 の 部 分 系 列 に つ い て

は 、 当 該 部 分 系 列 に 対 応 す る 符 号 を 得 な い よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 サ ン プ ル 番 号 が

大 き い ほ う の 一 部 の 部 分 系 列 に つ い て は 、 ビ ッ ト を 割 り 当 て な い よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う の 部 分 系 列

に つ い て は 、 部 分 系 列 に 含 ま れ る サ ン プ ル の 値 そ れ ぞ れ を 小 さ な 値 の 利 得 で 除 算 し て 得 た

大 き な 値 の 整 数 値 そ れ ぞ れ を 符 号 化 す る こ と に な る た め 、 各 整 数 値 は 多 く の ビ ッ ト を 割 り

当 て て 符 号 化 す る こ と に な る 。 一 方 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の う ち の サ

ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う の 部 分 系 列 に つ い て は 、 部 分 系 列 に 含 ま れ る サ ン プ ル の 値 そ れ ぞ

れ を 大 き な 値 の 利 得 で 除 算 し て 得 た 小 さ な 値 の 整 数 値 そ れ ぞ れ を 符 号 化 す る こ と に な る た

め 、 各 整 数 値 は 少 な い ビ ッ ト を 割 り 当 て て 符 号 化 す る こ と に な る 。 部 分 系 列 に 含 ま れ る サ

ン プ ル の 値 そ れ ぞ れ を 大 き な 値 の 利 得 で 除 算 し て 得 た 整 数 値 は ０ で あ る こ と も 多 い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 な お 、 図 １ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ と 符 号 化 部 １ ４ と を 摩 擦 音 対 応

符 号 化 部 １ ７ と す る と 、 摩 擦 音 対 応 符 号 化 部 １ ７ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な 音 で

あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 高 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る

符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 を 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得

て い る と 言 え る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ［ 多 重 化 部 １ ５ ］

　 多 重 化 部 １ ５ に は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 と 符 号 化 部 １ ４ が 出 力

し た ス ペ ク ト ル 符 号 が 入 力 さ れ る 。 多 重 化 部 １ ５ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音

判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 と ス ペ ク ト ル 符 号 と を 繋 ぎ 合 わ せ て 得 た 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ

プ Ｓ １ ５ ） 。 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 が １ ビ ッ ト の 情 報 で あ る 場 合 に

は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し て 多 重 化 部 １ ５ に 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 そ の も の を 摩

擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 と す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ≪ 復 号 装 置 ≫

　 図 ３ を 参 照 し て 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 処 理 手 続 き を 説 明 す る 。 図 ３ に 例 示 す る よ

う に 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 多 重 分 離 部 ２ １ 、 復 号 部 ２ ２ 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３

、 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ を 含 む 。 復 号 装 置 に は 符 号 化 装 置 が 出 力 し た 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復

号 装 置 に 入 力 さ れ た 符 号 は 多 重 分 離 部 ２ １ へ 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 は 、 各 部 で 所 定 の 時 間

長 の フ レ ー ム 単 位 で の 処 理 を 行 う 。 第 一 実 施 形 態 の 復 号 方 法 は 、 復 号 装 置 の 各 部 が 、 以 下

及 び 図 ４ に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ の 処 理 を 行 う こ と に よ り 実 現 さ れ

る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ［ 多 重 分 離 部 ２ １ ］
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　 多 重 分 離 部 ２ １ に は 、 符 号 化 装 置 が 出 力 し た 符 号 が 入 力 さ れ る 。 多 重 分 離 部 ２ １ は 、 フ

レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 符 号 を 摩 擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 と ス ペ ク ト ル 符 号 に 分 離

し て 、 摩 擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 か ら 得 た 摩 擦 音 判 定 情 報 を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ へ

、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 部 ２ ２ へ そ れ ぞ れ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 摩 擦 音 判 定 情 報 を １ ビ ッ ト の 情 報 と す る 場 合 に は 、 多 重 分 離 部 ２ １ に 入 力 さ れ た 摩 擦 音

判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 そ の も の を 摩 擦 音 判 定 情 報 と す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ［ 復 号 部 ２ ２ ］

　 復 号 部 ２ ２ に は 、 多 重 分 離 部 ２ １ の 出 力 し た ス ペ ク ト ル 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復 号 部 ２ ２

は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １ ４ が 行 っ た 符 号 化 方 法 に 対 応 す る 復 号 方 法

に よ り 、 入 力 さ れ た ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^

Y N - 1 を 得 て 、 得 た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３

へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １ ４ の 説 明 箇 所 に 上 述 し た 符 号 化 方 法 に 対 応 す る 復 号 方 法 に よ り

ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 す る 場 合 に は 、 復 号 部 ２ ２ は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 整 数 値 列

を 得 て 、 サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う の 部 分 系 列 ほ ど 小 さ な 値 の 利 得 を 整 数 値 に 乗 算 し て 得

た サ ン プ ル 値 の 複 数 の 部 分 系 列 を 結 合 し て 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1

を 得 る 。 サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う の 一 部 の 部 分 系 列 に つ い て 符 号 化 装 置 で ビ ッ ト の 割 り

当 て な か っ た 場 合 に は 、 例 え ば 、 そ の 部 分 系 列 に 対 応 す る 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の

値 は ０ と す る 。 ま た 、 整 数 値 が ０ で あ る サ ン プ ル に つ い て は 利 得 を 乗 算 し て 得 た 値 も ０ で

あ る の で 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 値 は ０ と な る 。 す な わ ち 、 サ ン プ ル 番 号 が 大 き

い ほ う の 一 部 の 部 分 系 列 に つ い て は 整 数 値 が ０ で あ る こ と が 多 く 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル の 値 は ０ で あ る こ と が 多 い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 こ の よ う に し て 、 復 号 部 ２ ２ は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 で あ

っ て 、 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 、 復 号

音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ［ 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ ］

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ に は 、 多 重 分 離 部 ２ １ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 と 復 号 部 ２ ２ が

出 力 し た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 が 入 力 さ れ る 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部

２ ３ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場

合 に は 、 入 力 さ れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 に 対 し て 以 下 の 調 整 解

除 処 理 を 行 っ て 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 得 て 、 得 ら れ た 復 号 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 ^X 0 ,^X 1 ,… ,^X N - 1 を 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ へ 出 力 し 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的

な 音 で な い と 示 す 場 合 に は 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 を そ の ま ま 復

号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 と し て 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ

２ ３ ） 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 1よ り 大 き く Nよ り 小 さ い 整 数 値 を Mと す る と 、 例 え ば 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M未 満 の サ ン プ ル で あ る ^Y 0 ,… ,^Y M - 1 に よ る サ ン

プ ル 群 を 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

^Y 0 ,… ,^Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M以 上 の サ ン プ ル で あ る ^Y M ,… ,^Y N - 1 に よ る サ ン プ

ル 群 を 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と す る と 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音

で あ る こ と を 示 す 場 合 に 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 は 、 低 域 側 復 号 調 整 済

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 こ れ と 同 数 の 、 高 域

側 復 号 調 整 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y M ,… ,^Y N - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 を 入 れ 替

え た も の を 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 と し て 得 る 処 理 で あ る 。 摩 擦 音 調 整 解
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除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 と し て は 、 以 下 に 例 示 す る も の を 含 む 様 々 な 処 理 が 有 り 得 る

が 、 対 応 す る 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 っ た 調 整 処 理 の 逆 処 理 と な る よ う 調 整 解

除 処 理 を 予 め 定 め て お く 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す

情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 復 号 部 ２ ２ が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル

列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 （ 低 域 側 復 号 調 整 済

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 復 号 部 ２ ２ が 得 た 周 波 数 領

域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 （ 高 域

側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信

号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に

は 、 復 号 部 ２ ２ が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を そ

の ま ま 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） と し て 得 る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 〔 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 の 例 １ 〕

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、

例 え ば 、 下 記 の Step 2-1か ら Step 2-6ま で を 行 う こ と に よ り 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X

0 ,… ,^X N - 1 を 得 る 。 な お 、 下 記 の Step 2-1か ら Step 2-6ま で は 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ の 動

作 を 分 か り 易 く 示 す た め に 6個 の ス テ ッ プ に 分 け て あ る が 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 下

記 の Step 2-1か ら Step 2-6ま で を 分 け て 行 う の は あ く ま で も 一 例 で あ り 、 配 列 の 要 素 の 入

れ 替 え や イ ン デ ッ ク ス の 付 け 替 え を 行 う 等 に よ り Step 2-1か ら Step 2-6ま で と 等 価 な 処 理

を 1回 の ス テ ッ プ で 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 Step 2-1： 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M未

満 の サ ン プ ル に よ る サ ン プ ル 群 を 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y M - 1 と

し 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M以 上 の サ ン

プ ル に よ る サ ン プ ル 群 を 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y M ,… ,^Y N - 1 と す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 Step 2-2： Step 2-1で 得 た 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y M - 1 に 含 ま

れ る C個 （ Cは 正 の 整 数 )の サ ン プ ル を 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 Step 2-3： Step 2-1で 得 た 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y M ,… ,^Y N - 1 に 含 ま

れ る C個 の サ ン プ ル を 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て 取 り 出 す 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 Step 2-4： Step 2-2で 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 へ の 調 整 対 象

サ ン プ ル を 取 り 出 し た サ ン プ ル 位 置 に 、 Step 2-3で 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 か ら 取 り 出 し た 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も の を 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X M - 1 と し て 得 る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 Step 2-5： Step 2-3で 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 へ の 調 整 対 象

サ ン プ ル を 取 り 出 し た サ ン プ ル 位 置 に 、 Step2-2で 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 か ら 取 り 出 し た 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も の を 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 ^X M ,… ,^X N - 1 と し て 得 る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 Step 2-6： Step 2-4で 得 た 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X M - 1 と 、 Step 1-5

で 得 た 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X M ,… ,^X N - 1 と 、 を 結 合 し て 、 復 号 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 得 る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 N=32、 M=20、 C=8の 場 合 の Step 2-1か ら Step 2-6ま で の 例 を 図 ７ に 示 す 。 摩 擦 音 調 整 解

除 部 ２ ３ は 、 ま ず 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y 3 1 の う ち の ^Y 0 ,… ,^Y 1 9 を
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低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し 、 ^Y 2 0 ,… ,^Y 3 1 を 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 と す る (Step 2-1)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y 1 9 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル ^Y 2 ,… ,^Y 9 を 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ

ル と し て 取 り 出 す (Step 2-2)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 ^Y 2 0 ,… ,^Y 3 1 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 7 を 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン

プ ル と し て 取 り 出 す (Step 2-3)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 中 の ^Y 2 ,… ,^Y 9 が あ っ た サ ン プ ル 位 置 に ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 7 を 配 置 し た も の を 低 域 側

復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 1 9 と し て 得 る (Step 2-4)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は

、 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 7 が あ っ た サ ン プ ル 位 置 に ^Y 2 ,

… ,^Y 9 を 配 置 し た も の を 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 2 0 ,… ,^X 3 1 と し て 得 る (Step

2-5)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 1 9 と 高 域 側

復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 2 0 ,… ,^X 3 1 と を 結 合 し て 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^

X 3 1 を 得 る (Step 2-6)。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 〔 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 の 例 ２ 〕

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が Step 1-4に 代 え て Step 1-4

'を 行 っ た 場 合 に は 、 上 記 の Step 2-4に 代 え て 下 記 の Step 2-4'を 行 う 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 Step 2-4＇ ： Step 2-2で 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 へ の 調 整 対

象 サ ン プ ル を 取 り 出 し た 残 り の サ ン プ ル を 低 域 側 と 高 域 側 に 詰 め て 、 空 い た 間 の サ ン プ ル

位 置 に Step 2-3で 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 低 域 側 へ の 調 整

対 象 サ ン プ ル を 配 置 し た も の 、 を 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X M - 1 と し て 得

る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

〔 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 調 整 処 理 の 例 ３ 〕

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が Step 1-5に 代 え て Step 1-5

'を 行 っ た 場 合 に は 、 上 記 の Step 2-5に 代 え て 下 記 の Step 2-5'を 行 う 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 Step 2-5＇ ： Step 2-3で 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 へ の 調 整 対

象 サ ン プ ル を 取 り 出 し た 残 り の サ ン プ ル を 高 域 側 に 詰 め て 、 空 い た 低 域 側 の サ ン プ ル 位 置

に Step2-2で 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 高 域 側 へ の 調 整 対 象

サ ン プ ル を 配 置 し た も の 、 を 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X M ,… ,^X N - 1 を 得 る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 N=32、 M=20、 C=8の 場 合 の Step 2-1か ら Step 2-6ま で の う ち の Step 2-4に 代 え て Step 2-

4'を 行 い 、 Step 2-5に 代 え て Step 2-5'を 行 う 例 を 図 ８ に 示 す 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は

、 ま ず 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y 3 1 の う ち の ^Y 0 ,… ,^Y 1 9 を 低 域 側 復 号

調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し 、 ^Y 2 0 ,… ,^Y 3 1 を 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 と す る (Step 2-1)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

^Y 0 ,… ,^Y 1 9 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル ^Y 1 2 ,… ,^Y 1 9 を 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て

取 り 出 す (Step 2-2) 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ^Y 2 0 ,… ,^Y 3 1 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル ^Y 2 4 ,… ,^Y 3 1 を 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と

し て 取 り 出 す (Step 2-3) 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 中 の ^Y 0 ,^Y 1 を 低 域 側 に 詰 め 、 ^Y 2 ,… ,^Y 1 1 を 高 域 側 に 詰 め 、 空 い た 間 に ^Y 2 4 ,… ,^Y

3 1 を 配 置 し た も の を 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 1 9 と し て 得 る (Step 2-4')

。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 3 を

高 域 側 に 詰 め 、 高 域 側 に 詰 め た ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 3 の 低 域 側 に ^Y 1 2 ,… ,^Y 1 9 を 配 置 し た も の を 高

域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 2 0 ,… ,^X 3 1 と し て 得 る (Step 2-5') 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部

２ ３ は 、 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 1 9 と 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ^X 2 0 ,… ,^X 3 1 と を 結 合 し て 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 3 1 を 得 る (Step 1-6)。

【 ０ ０ ８ ３ 】
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　 〔 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 の 例 ４ 〕

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が Step 1-2に お い て 低 域 側 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら の 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に 周 波 数 が 最 も 低 い も の か ら １ 個

ま た は 複 数 個 の サ ン プ ル を 含 め な い よ う に し た 場 合 に は 、 Step 2-2に お い て 、 低 域 側 復 号

調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら の 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に 周 波 数 が 最 も 低 い も の

か ら １ 個 ま た は 複 数 個 の サ ン プ ル を 含 め な い よ う に す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 〔 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 の 例 ５ 〕

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が Step 1-3に お い て 高 域 側 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら の 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に 周 波 数 が 最 も 高 い も の か ら １ 個

ま た は 複 数 個 の サ ン プ ル を 含 め な い よ う に し た 場 合 に は 、 Step 2-3に お い て 、 高 域 側 復 号

調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら の 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル に 周 波 数 が 最 も 高 い も の

か ら １ 個 ま た は 複 数 個 の サ ン プ ル を 含 め な い よ う に す る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 な お 、 図 ３ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 復 号 部 ２ ２ と 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ を 摩 擦 音 対 応

復 号 部 ２ ６ と す る と 、 摩 擦 音 対 応 復 号 部 ２ ６ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を

表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 高 域 側 に 優 先 し

て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

（ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 低 域 側

に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い る と し て 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 て い る と 言 え る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 ［ 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ ］

　 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ に は 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 出 力 し た 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

^X 0 ,… ,^X N - 1 が 入 力 さ れ る 。 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 、 符 号 化 装 置 の 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 行 っ た 周 波 数 領 域 へ の 変 換

方 法 に 対 応 す る 時 間 領 域 へ の 変 換 方 法 、 例 え ば 逆 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 、 を 用 い て 時 間 領 域 の 信 号 に 変

換 し て フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 （ 復 号 音 信 号 ） を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ） 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 な お 、 符 号 化 装 置 の 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ に お い て 、 変 換 に よ り 得 た 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 に 対 し て 聴 覚 的 な 重 み 付 け の た め の フ ィ ル タ 処 理 や 圧 伸 処 理 を 施 し た 場 合 は 、 時 間 領

域 変 換 部 ２ ４ は 、 こ れ ら の 処 理 に 対 応 す る 逆 フ ィ ル タ 処 理 や 逆 圧 伸 処 理 を 復 号 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 に 行 っ た も の を 時 間 領 域 の 信 号 に 変 換 し て 得 た 復 号 音 信 号 を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 な お 、 時 間 領 域 の 復 号 音 信 号 で は な く 周 波 数 領 域 の 復 号 音 信 号 を 復 号 装 置 が 出 力 す る 構

成 と し て も よ い 。 こ の 構 成 と す る 場 合 に は 、 復 号 装 置 に は 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ を 含 ま な い

で よ く 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 得 た フ レ ー ム 単 位 の 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 時 間 区

間 順 に 連 結 し て 周 波 数 領 域 の 復 号 音 信 号 と し て 出 力 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 ≪ 作 用 効 果 ≫

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置 に よ れ ば 、 従 来 の よ う な 低 周 波 数 の ス ペ ク ト ル に

対 し て よ り ビ ッ ト 数 を 割 く よ う に 設 計 が さ れ た 符 号 化 処 理 や こ れ ら に 対 応 す る 復 号 処 理 が

行 わ れ る 構 成 に 、 摩 擦 音 調 整 処 理 や こ れ に 対 応 す る 摩 擦 音 調 整 解 除 処 理 を 付 加 し た 構 成 と

す る こ と で 、 摩 擦 音 な ど を 含 む 音 信 号 で あ っ て も 聴 感 的 な 劣 化 が 少 な く な る よ う に 圧 縮 符

号 化 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 摩 擦 音 な ど を 含 む 音 信 号 で あ っ て も 聴 感 的 な 劣 化 が 少 な く な る よ う に 圧 縮 符 号 化 す る 従

来 技 術 と し て は エ ネ ル ギ ー が 大 き い サ ブ バ ン ド に 優 先 的 に ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 ・ 復

号 技 術 も 存 在 す る 。 し か し 、 こ の 技 術 で は 各 サ ブ バ ン ド に つ い て の ビ ッ ト 割 り 当 て の 情 報

を 符 号 化 側 か ら 復 号 側 に 送 る 必 要 が あ る 。 こ れ に 対 し 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 と 復 号
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装 置 に よ れ ば 、 １ ビ ッ ト の 摩 擦 音 判 定 情 報 を 符 号 化 側 か ら 復 号 側 に 送 る だ け で 、 摩 擦 音 な

ど を 含 む 音 信 号 で あ っ て も 聴 感 的 な 劣 化 が 少 な く な る よ う に 圧 縮 符 号 化 す る こ と が 可 能 と

な る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 ＜ 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 は 、 符 号 化 装 置 に 含 ま れ る 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ の み が 第 一 実 施 形 態

と 異 な る 。 符 号 化 装 置 の そ の 他 の 構 成 や 復 号 装 置 の 構 成 は 第 一 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。 以

下 で は 、 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ の 動 作 と 、 そ れ に よ る 符 号 化 装 置 と 復 号

装 置 で の 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ［ 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ ］

　 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 図 示 し な い 比 較 結 果 記 憶 部 を 備 え る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 当 該 フ レ ー ム の 入 力 さ れ た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の 低 域 側 に あ る サ ン プ ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 入 力 さ れ た 周 波 数

ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 の う ち の 高 域 側 に あ る サ ン プ ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い

ほ ど 大 き く な る 指 標 を 当 該 フ レ ー ム が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と の 指 標 と し て 求 め 、 求 め た

指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る か 否 か を 表 す 比 較 結 果 情 報 を 得 る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 比 較 結 果 記 憶 部 は 、 こ の 比 較 結 果 情 報 を 、 予 め 定 め た 所 定 個 数 の 過 去 の フ レ ー ム の 分 だ

け 記 憶 し て お く も の で あ る 。 す な わ ち 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 当 該 フ レ

ー ム の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 計 算 さ れ た 比 較 結 果 情 報 を 比 較 結 果 記 憶 部 に 新 た に 記 憶

す る と と も に 、 記 憶 さ れ た 一 番 古 い 比 較 結 果 情 報 を 削 除 す る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 当 該 フ レ ー ム の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 計 算 さ れ た 比 較 結 果 情

報 と 、 比 較 結 果 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 所 定 個 数 の 過 去 の フ レ ー ム の 比 較 結 果 情 報 と 、 を 用 い

て 、 こ れ ら の 比 較 結 果 情 報 の う ち の 半 数 以 上 の 比 較 結 果 情 報 ま た は 半 数 よ り 多 く の 比 較 結

果 情 報 が 、 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る こ と を 表 す 場 合 に は 摩 擦 音 的 な 音

で あ る と 判 定 し 、 そ う で な い 場 合 に は 摩 擦 音 的 な 音 で な い と 判 定 し 、 そ の 判 定 結 果 を 摩 擦

音 判 定 情 報 と し て 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ 及 び 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 こ の よ う に し て 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、

音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対

す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め

定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か

ま た は そ う で な い フ レ ー ム 数 以 上 で あ る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム に つ い て 音 信 号 が 摩 擦 音 的

な 音 で あ る と 判 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 摩 擦 音 判 定 情 報 と し て 例 え ば １ ビ ッ ト の 情 報 を 用 い れ ば よ い こ と 、 平 均 エ ネ ル ギ ー と し

て 全 て ま た は 一 部 の サ ン プ ル の 値 の 絶 対 値 和 の 平 均 値 ま た は 二 乗 和 の 平 均 値 を 用 い れ ば よ

い こ と 、 な ど は 第 一 実 施 形 態 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 ≪ 作 用 効 果 ≫

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置 で の 処 理 を 行 う と 、 調 整 処 理 と 調 整 解 除 処 理 が 行

わ れ る フ レ ー ム に つ い て は 高 域 成 分 の 符 号 化 歪 が 少 な く 低 域 成 分 の 符 号 化 歪 が 多 い 復 号 音

が 得 ら れ 、 調 整 処 理 と 調 整 解 除 処 理 が 行 わ れ な い フ レ ー ム に つ い て は 高 域 成 分 の 符 号 化 歪

が 多 く 低 域 成 分 の 符 号 化 歪 が 少 な い 復 号 音 が 得 ら れ る こ と か ら 、 調 整 処 理 と 調 整 解 除 処 理

が 行 わ れ る フ レ ー ム と 調 整 処 理 と 調 整 解 除 処 理 が 行 わ れ な い フ レ ー ム と の 境 界 で は 復 号 音

の 波 形 の 不 連 続 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 す な わ ち 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ の 判 定 結 果 が 頻 繁

に 切 り 替 わ る と 、 復 号 音 の 波 形 の 不 連 続 が 頻 繁 に 発 生 す る こ と に な り 、 こ の 不 連 続 が 知 覚
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さ れ る こ と に よ り 聴 覚 品 質 が 劣 化 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号

化 装 置 は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 よ り も 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ の 判 定 結 果 が 頻 繁 に 切 り

替 わ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 復 号 音 の 波 形 の 不 連 続 の 発 生 頻 度 を 抑 制 す る こ と が で

き 、 こ の 不 連 続 が 知 覚 さ れ る こ と に よ る 聴 覚 品 質 の 劣 化 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ で は 、 判 定 に 用 い る 比 較 結 果 情 報 の 個 数 を 増

や せ ば 増 や す ほ ど 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ の 判 定 結 果 が 頻 繁 に 切 り 替 わ る こ と を 抑 制 す る こ と

が で き 、 復 号 音 の 波 形 の 不 連 続 の 発 生 頻 度 を 抑 制 す る こ と が で き る が 、 判 定 に 用 い る 比 較

結 果 情 報 の 個 数 は 、 不 連 続 が 知 覚 さ れ る こ と に よ る 聴 覚 品 質 の 劣 化 と フ レ ー ム 毎 の 復 号 音

の 聴 覚 品 質 と の ト レ ー ド オ フ を 考 慮 し て 、 決 め る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 フ レ ー ム 長 が 3 ms

で あ る 場 合 に は 判 定 に 用 い る 比 較 結 果 情 報 の 個 数 を 16個 と す る と よ い 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 ＜ 第 二 実 施 形 態 ＞

　 こ の 発 明 の 第 二 実 施 形 態 の シ ス テ ム は 、 第 一 実 施 形 態 の シ ス テ ム と 同 様 に 、 符 号 化 装 置

と 復 号 装 置 を 含 む 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 第 二 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 符 号 化 装 置 で ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ な か っ

た 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 復 号 装 置 で 復 元 す る こ と 、 す な わ ち 、 復 号 装 置 で 帯 域 を 拡 張 す る こ

と で あ る 。 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 摩 擦 音 判 定 情 報 に 基 づ い て 入 れ 替 わ っ た 後 の 周 波

数 ス ペ ク ト ル で あ る 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 対 し て 帯 域 を 拡 張 す る 。 符 号 化 装

置 で ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ な い 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 、 摩 擦 音 的 な 音 で は な い 時 間 区 間 に つ

い て は 高 域 に 、 摩 擦 音 的 な 音 の 時 間 区 間 に つ い て は 低 域 に 、 そ れ ぞ れ 含 ま れ て い る 。 そ こ

で 、 第 二 実 施 形 態 で は 、 摩 擦 音 的 な 音 で な い 時 間 区 間 に つ い て は 、 低 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト

ル の 複 製 に よ り 高 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 再 現 す る こ と で 帯 域 を 拡 張 し 、 摩 擦 音 的 な 音 の

時 間 区 間 に つ い て は 、 高 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 複 製 に よ り 低 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 再

現 す る こ と で 帯 域 を 拡 張 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 第 二 実 施 形 態 に お け る 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 複 製 は 、 複 製 の 元 と な る 周 波 数 ス ペ ク ト ル に

利 得 を 乗 算 す る こ と に よ り 行 う 。 そ こ で 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 は 、 第 一 実 施 形 態 の

符 号 化 装 置 が 行 う こ と に 加 え て 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 が 用 い る 利 得 を 求 め て 、 求 め た

利 得 に 対 応 す る 符 号 を 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 ≪ 符 号 化 装 置 ≫

　 図 ９ を 参 照 し て 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 処 理 手 続 き を 説 明 す る 。 図 ９ に 例 示 す る

よ う に 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ 、 摩 擦

音 調 整 部 １ ３ 、 符 号 化 部 １ ４ 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ 、 多 重 化 部 １ ５ を 含 む 。 図 ９ の

第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 が 図 １ の 符 号 化 装 置 と 異 な る の は 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６

を 備 え 、 多 重 化 部 １ ５ が 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ が 出 力 し た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 も 出 力

す る 符 号 に 含 め る こ と で あ る 。 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の そ の 他 の 構 成 、 す な わ ち 、 周

波 数 領 域 変 換 部 １ １ 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ 、 符 号 化 部 １ ４ の 動 作 は 第 一

実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の も の と 同 じ で あ る の で 、 以 下 で は 動 作 の 要 部 の み を 説 明 す る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 符 号 化 装 置 に は 、 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で 時 間 領 域 の 音 信 号 が 入 力 さ れ る 。 符 号

化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 は 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ へ 入 力 さ れ る 。 符 号 化 装 置

は 、 各 部 で 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で の 処 理 を 行 う 。 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 は 、

符 号 化 装 置 の 各 部 が 、 以 下 及 び 図 １ ０ に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ １ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ６ の 処

理 を 行 う こ と に よ り 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 ［ 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ］

　 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号
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を 周 波 数 領 域 の N点 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 に 変 換 し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ

１ １ ） 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 ［ 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ ］

　 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 得 た 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 X 0 ,… ,X N - 1 ま た は 符 号 化 装 置 に 入 力 さ れ た 時 間 領 域 の 音 信 号 を 用 い て 、 音 信 号 が 摩 擦

音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 し 、 そ の 判 定 結 果 を 摩 擦 音 判 定 情 報 と し て 出 力 す る （ ス テ ッ

プ Ｓ １ ２ ） 。 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 摩 擦 音 判 定 情 報 を 摩 擦 音 調

整 部 １ ３ と 多 重 化 部 １ ５ に 出 力 し た が 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は

、 摩 擦 音 判 定 情 報 を 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ と 多 重 化 部 １ ５ に 加 え て 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６

へ も 出 力 す る 。 な お 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 第 一 実 施 形 態 の

変 形 例 の 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ と 同 じ 動 作 を し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 あ る フ レ ー ム の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お け る 低

域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ

ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 、 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る

場 合 に 、 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 ま た 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ は 、 あ る フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数

ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き

い か 閾 値 以 上 で あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ

レ ー ム 数 以 上 で あ る 場 合 に 、 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 ［ 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ ］

　 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 得 た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦

音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 得 た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

X 0 ,… ,X N - 1 に 対 し て 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 調 整 処 理 を 行 っ て 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0

,… ,Y N - 1 を 得 て 、 得 ら れ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 符 号 化 部 １ ４ へ 出 力

し 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 得 た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 に は 、

周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 得 た 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X N - 1 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 と し て 符 号 化 部 １ ４ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 行 う 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 調 整 処 理 は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,

X N - 1 の う ち の 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,… ,X M - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 こ

れ と 同 数 の 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X 0 ,X… ,X N - 1 の う ち の 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 X M ,

… ,X N - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 Y 0 ,… ,Y N - 1 と し て 得 る 処 理 で あ る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し

た 場 合 に は 、 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低

域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の

う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と

、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 音

信 号 に 対 応 す る 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る

。

【 ０ １ １ ２ 】

　 ［ 符 号 化 部 １ ４ ］

　 符 号 化 部 １ ４ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 得 た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 、 サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い サ ン プ ル に 対 し て 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 方
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法 で 、 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て 、 得 た ス ペ ク ト ル 符 号 を 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る

（ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １ ４ に お け る 、 サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い サ ン プ ル に

対 し て 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 方 法 は 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 て の サ ン プ

ル に ビ ッ ト を 割 り 当 て る 方 法 で も 、 サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う の 一 部 の サ ン プ ル に ビ ッ ト

を 割 り 当 て な い 方 法 で も よ か っ た 。 こ れ に 対 し 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １

４ に お け る 、 サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い サ ン プ ル に 対 し て 優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 方 法 は

、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち 、 サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う の 一 部 の 調 整 済 周 波 数

ス ペ ク ト ル に ビ ッ ト を 割 り 当 て な い 方 法 に 限 定 さ れ る も の と す る 。 な お 、 こ の ビ ッ ト を 割

り 当 て る 方 法 は 、 予 め 定 め て 符 号 化 部 １ ４ に 記 憶 し て お く と と も に 、 後 述 す る 帯 域 拡 張 利

得 符 号 化 部 １ ６ に も 記 憶 し て お く 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 符 号 化 部 １ ４ は 、 例 え ば 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の N個 の 調 整 済 周 波

数 ス ペ ク ト ル の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う の K個 （ K≦ N/2） の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル Y N - K ,… ,Y N - 1 に は ビ ッ ト を 割 り 当 て ず 、 残 り の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個

の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 に ビ ッ ト を 割 り 当 て て 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 を 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 て 、 得 た ス ペ ク ト ル 符 号 を 多 重 化 部 １ ５

へ 出 力 す る 。 す な わ ち 、 符 号 化 部 １ ４ は 、 実 質 的 に は 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,

Y N - 1 の N個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個 の 調 整

済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 の み を 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 ［ 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ ］

　 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ に は 、 摩 擦 音 調 整 部 １ ３ が 出 力 し た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 が 少 な く と も 入 力 さ れ る 。 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 フ レ ー ム 単 位 で

、 入 力 さ れ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 に 少 な く と も 基 づ い て 下 記 の よ う に

帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 得 て 、 得 た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ

１ ６ ） 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ に 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の み が 入 力 さ れ る

構 成 と す る 場 合 に は 、 例 え ば 下 記 の 例 １ の よ う に 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 フ レ ー

ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 に 基 づ い て 帯 域 拡 張 利 得 符

号 を 得 て 、 得 た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 ま た 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ に は 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 に 加 え

て 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 も 入 力 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 構 成

と す る 場 合 に は 、 例 え ば 下 記 の 例 ２ の よ う に 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 フ レ ー ム 単

位 で 、 入 力 さ れ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 と 摩 擦 音 判 定 情 報 に 基 づ い て 帯

域 拡 張 利 得 符 号 を 得 て 、 得 た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 多 重 化 部 １ ５ へ 出 力 す る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 記 憶 部 １ ６ １ に は 、 利 得 ベ ク ト ル の 候 補 で あ る 利 得 候 補 ベ

ク ト ル と そ の 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 特 定 可 能 な 符 号 と が 組 に さ れ て 複 数 組 予 め 格 納 さ れ て い

て 、 各 利 得 候 補 ベ ク ト ル は 複 数 サ ン プ ル 分 の 利 得 候 補 値 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 帯 域 拡 張

利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数

ス ペ ク ト ル の 値 と 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 構 成 す る 利 得 候 補 値 と を 乗 算 し た 値 の 絶 対 値 と 、 符

号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て な か っ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 値 の 絶 対 値 と 、 の 差 の

絶 対 値 の 総 和 が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 対 応 す る 符 号 を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と し て 得

て 出 力 す る 。 な お 、 絶 対 値 に 代 え て 二 乗 値 な ど を 用 い て も よ い 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 以 下 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 、 調 整 済 周 波 数 ス
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ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個 の 調 整 済 周 波 数 ス

ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 で あ り 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て な か っ た 調 整 済 周 波 数 ス

ペ ク ト ル は 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う

か ら K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - K ,… ,Y N - 1 で あ る 場 合 の 例 を 説 明 す る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 〔 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 例 １ 〕

　 こ の 例 で は 、 記 憶 部 １ ６ １ に は 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 符 号 の 組 が J組 格 納 さ れ て い て 、 各

利 得 候 補 ベ ク ト ル が Kサ ン プ ル 分 の 利 得 候 補 値 に よ り 構 成 さ れ て い る と す る 。 以 下 、 J個 の

利 得 候 補 ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を G j (j=0,… ,J-1)と し 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)の

そ れ ぞ れ に 対 応 す る 符 号 を C G j (j=0,… ,J-1)と し 、 そ れ ぞ れ の 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j は K個 の

利 得 候 補 値 g j , k (k=0,… ,K-1)に よ り 構 成 さ れ て い る と し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,…

,J-1)の う ち の 下 記 の 式 (1)に よ り 求 ま る E j が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j に 対 応 す る 符

号 C G j を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 C G と し て 出 力 す る 。

【 数 １ 】

【 ０ １ ２ ２ 】

　 言 い 換 え る と 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整

済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 調 整 済 周

波 数 ス ペ ク ト ル Y N - 2 K ,… ,Y N - K - 1 と 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 構 成 す る 利 得 候 補 値 g j , 0 ,… ,g j , K -

1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 の 絶 対 値 |Y N - 2 K  g j , 0 | ,… ,|Y N - K - 1  g j , K |と 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ

ッ ト を 割 り 当 て な か っ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - K ,… ,Y N - 1 そ れ ぞ れ の 絶 対 値 |Y N - K | ,

… ,|Y N - 1 |と 、 の 差 の 絶 対 値 ||Y N - 2 K  g j , 0 | - |Y N - K | | ,… ,| |Y N - K - 1  g j , K | - |Y N - 1 | |の 総 和 E j

が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 対 応 す る 符 号 を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と し て 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 〔 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 例 ２ 〕

　 こ の 例 で は 、 記 憶 部 １ ６ １ に は 例 １ と 同 様 に 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 符 号 の 組 が J組 格 納 さ

れ て い る が 、 例 １ と は 異 な り 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 非 摩

擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル の ２ 種 類 が 格 納 さ れ て い る と す る 。 す な わ ち 、 記 憶 部 １ ６ １ に は

摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 符 号 の 組 が J組 格 納 さ れ て い

て 、 各 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 各 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル が Kサ ン プ ル 分 の 利 得

候 補 値 に よ り 構 成 さ れ て い る と す る 。 以 下 、 J個 の 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を G

1 j (j=0,… ,J-1)と し 、 J個 の 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を G2 j (j=0,… ,J-1)と

し 、 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G1 j (j=0,… ,J-1)の そ れ ぞ れ に 対 応 し か つ 非 摩 擦 音 用 利 得

候 補 ベ ク ト ル G2 j (j=0,… ,J-1)の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 符 号 を C G j (j=0,… ,J-1)と し て 説 明

す る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G1 j は Kサ ン プ ル 分 す な わ ち K個 の 利 得

候 補 値 g1 j , k (k=0,… ,K-1)に よ り 構 成 さ れ て い て 、 そ れ ぞ れ の 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト

ル G2 j は Kサ ン プ ル 分 す な わ ち K個 の 利 得 候 補 値 g2 j , k (k=0,… ,K-1)に よ り 構 成 さ れ て い る と

し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を

示 す 場 合 に は 記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G1 j (j=0,… ,J-1)を 利

得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)と し て 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な

い こ と を 示 す 場 合 に は 記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G2 j (j=0,

… ,J-1)を 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)と し て 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)

の う ち の 上 記 の 式 (1)に よ り 求 ま る E j が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j に 対 応 す る 帯 域 拡

張 利 得 符 号 C G j を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 C G と し て 出 力 す る 。
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【 ０ １ ２ ５ 】

　 言 い 換 え る と 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な

音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得

候 補 ベ ク ト ル と し 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 に は

記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 、 符 号

化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 の う ち の サ ン プ ル 番

号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - 2 K ,… ,Y N - K - 1 と 利 得 候 補 ベ ク ト ル を

構 成 す る 利 得 候 補 値 g j , 0 ,… ,g j , K - 1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 の 絶 対 値 |Y N - 2 K  g j , 0 | ,… ,|Y

N - K - 1  g j , K - 1 |と 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て な か っ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N -

K ,… ,Y N - 1 そ れ ぞ れ の 絶 対 値 |Y N - K | ,… ,|Y N - 1 |と 、 の 差 の 絶 対 値 ||Y N - 2 K  g j , 0 | - |Y N - K | | ,

… ,| |Y N - K - 1  g j , K - 1 | - |Y N - 1 | |の 総 和 E j が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 対 応 す る 符 号 を

帯 域 拡 張 利 得 符 号 と し て 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 こ の よ う に 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ に は 、 複 数 個 の 符 号 と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に 対 応

す る 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト

ル と 、 が 記 憶 さ れ て お り 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で

あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 用 い 、 前

記 以 外 の 場 合 に は 、 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 用 い て も よ い

。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 〔 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 例 １ と 例 ２ の 変 形 例 １ 〕

　 上 述 し た 例 １ と 例 ２ で は 、 利 得 候 補 値 の 乗 算 の 対 象 と す る 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 、

符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 の う ち の サ ン プ

ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - 2 K ,… ,Y N - K - 1 と し た 。 し か し 、

利 得 候 補 値 の 乗 算 の 対 象 と す る 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り

当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 の う ち の 予 め 定 め た K個 の サ ン プ ル 番 号 に 対

応 す る K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル で あ れ ば よ い 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 〔 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 例 １ と 例 ２ の 変 形 例 ２ 〕

　 上 述 し た 例 １ と 例 ２ で は 、 式 (1)で は kの 値 が 小 さ い 順 の Y N - 2 K + k 、 g j , k 、 Y N - K + k を 対 応

付 け て い る が 、 予 め 定 め た 対 応 付 け で あ れ ば ど の よ う な 対 応 付 け で も よ い 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 〔 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 具 体 例 〕

　 N=32, K=12の 場 合 の 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 具 体 例 を 説 明 す る 。 こ の 具 体 例 は 帯 域

拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 例 ２ の 変 形 例 ２ に 対 応 す る 。 図 １ ３ と 図 １ ４ は 、 N=32, K=12の 場

合 の 後 述 す る 復 号 装 置 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ と 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ の 例 で あ る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 図 １ ３ は 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 の 例 で あ る 。 復 号 装 置 の

帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 後 述 す る よ う に 、 ８ 番 目 か ら １ ９ 番 目 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

を 複 製 元 と し 、 こ れ ら の 複 製 元 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 値 と 帯 域 拡 張 利 得 と を 乗

算 し た 値 を サ ン プ ル 番 号 順 に ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル と し て 得

る 処 理 を 行 う 。 そ こ で 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦

音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 に は 、 記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク

ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル Y 0 ,… ,Y 1 9 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら 12個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 8 ,

… ,Y 1 9 と 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 構 成 す る 利 得 候 補 値 g j , 0 ,… ,g j , 1 1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値

の 絶 対 値 |Y 8  g j , 0 | ,… ,|Y 1 9  g j , 1 1 |と 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て な か っ た 調 整 済

周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 0 ,… ,Y 3 1 そ れ ぞ れ の 絶 対 値 |Y 2 0 | ,… ,|Y 3 1 |と 、 の 差 の 絶 対 値 ||Y 8  g j ,

0 | - |Y 2 0 | | ,… ,| |Y 1 9  g j , 1 1 | - |Y 3 1 | |の 総 和 E j が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 対 応 す る 符

号 を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と し て 得 る 。
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【 ０ １ ３ １ 】

　 図 １ ４ は 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 の 例 で あ る 。 復 号 装 置 の

帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 後 述 す る よ う に 、 ８ 番 目 か ら １ ９ 番 目 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

を 複 製 元 と し 、 こ れ ら の 複 製 元 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 値 と 帯 域 拡 張 利 得 と を 乗

算 し た 値 を 、 １ ６ 番 目 か ら １ ９ 番 目 ま で の サ ン プ ル 番 号 順 の 後 が ８ 番 目 か ら １ ５ 番 目 ま で

の サ ン プ ル 番 号 順 と な る 順 番 と し た も の を 、 ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ

ク ト ル と し て 得 る 処 理 を 行 う 。 そ こ で 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音

判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 記 憶 部 １ ６ １ に 記 憶 さ れ た 摩 擦 音 用

利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済

周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… ,Y 1 9 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら 12個 の 調 整 済 周 波 数

ス ペ ク ト ル Y 8 ,… ,Y 1 9 と 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 構 成 す る 利 得 候 補 値 g j , 0 ,… ,g j , 1 1 と を そ れ ぞ

れ 乗 算 し た 値 の 絶 対 値 |Y 8  g j , 0 | ,… ,|Y 1 9  g j , 1 1 |と 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て な

か っ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 4 ,… ,Y 3 1 ,Y 2 0 ,… ,Y 2 3 そ れ ぞ れ の 絶 対 値 |Y 2 4 | ,… ,|Y 3 1 | ,

|Y 2 0 | ,… ,|Y 2 3 |と 、 の 差 の 絶 対 値 ||Y 8  g j , 0 | - |Y 2 4 | | ,… ,| |Y 1 5  g j , 7 | - |Y 3 1 | | , | |Y 1 6  g j , 8

| - |Y 2 0 | | ,… ,| |Y 1 9  g j , 1 1 | - |Y 2 3 | |の 総 和 E j が 最 小 と な る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 対 応 す る 符

号 を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と し て 得 る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 こ の よ う に し て 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ に は 、 複 数 個 の 符 号 と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に

対 応 す る 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 、 が 記 憶 さ れ て お り 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル の そ れ ぞ れ は K個 （ K

は 2以 上 の 整 数 ） の 利 得 候 補 値 を 含 ん で い る と し て 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 調 整

済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た K個 の 調 整 済 周 波 数

ス ペ ク ト ル と 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る K個 の 利 得 候 補 値 と 、 を 乗 算 し て 得 た K個 の 値

の 絶 対 値 に よ る 系 列 と 、 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割

り 当 て な か っ た K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 絶 対 値 に よ る 系 列 と 、 の 誤 差 が 最 小 と な

る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 対 応 す る 符 号 を 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と し て 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 こ の 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 動 作 は 、 復 号 装 置 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ と 摩 擦 音 調 整 解 除

部 ２ ３ の 動 作 に 対 応 さ せ た も の で あ る 。 図 ８ の 例 で は 、 復 号 装 置 の 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３

は 、 ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ

い 側 の ２ ０ 番 目 か ら ２ ３ 番 目 ま で の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 、 サ ン プ ル 番 号 が ２ ８ 番

目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル と し 、 ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号 拡 張

周 波 数 ス ペ ク ト ル の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い 側 の ２ ４ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号 拡

張 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 、 サ ン プ ル 番 号 が ２ 番 目 か ら ９ 番 目 ま で の 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル と

す る 。 復 号 装 置 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 こ の 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ の 動 作 に よ り 得 ら れ る 復

号 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 周 波 数 の 高 低 を 考 慮 し て 、 図 １ ４ の 動 作 を す る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を

示 す 場 合 で も 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 で も 、 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル に お け る 周

波 数 の 高 低 に 整 合 し た 処 理 を 行 う よ う に さ れ て い る 。 従 っ て 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６

も こ の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に 対 応 し た 動 作 を す る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 ［ 多 重 化 部 １ ５ ］

　 多 重 化 部 １ ５ に は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 と 、 符 号 化 部 １ ４ が 出

力 し た ス ペ ク ト ル 符 号 と 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ が 出 力 し た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 が 入 力

さ れ る 。 多 重 化 部 １ ５ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 と ス ペ ク ト ル 符 号 と

帯 域 利 得 符 号 と を 繋 ぎ 合 わ せ て 得 た 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 ≪ 復 号 装 置 ≫

　 図 １ １ を 参 照 し て 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 処 理 手 続 き を 説 明 す る 。 図 １ １ に 例 示 す

る よ う に 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 多 重 分 離 部 ２ １ 、 復 号 部 ２ ２ 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ 、
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摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ 、 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ を 含 む 。 図 １ １ の 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 が

図 ３ の 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 と 異 な る の は 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ を 備 え 、 多 重 分 離 部 ２ １ が

、 入 力 さ れ た 符 号 か ら 帯 域 拡 張 利 得 符 号 も 得 る こ と で あ る 。 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の そ

の 他 の 構 成 、 す な わ ち 、 復 号 部 ２ ２ 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ 、 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ の 動 作

は 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の も の と 同 じ で あ る の で 、 以 下 で は 動 作 の 要 部 の み を 説 明 す る

。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 復 号 装 置 に は 符 号 化 装 置 が 出 力 し た 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 に 入 力 さ れ た 符 号 は 多

重 分 離 部 ２ １ へ 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 は 、 各 部 で 所 定 の 時 間 長 の フ レ ー ム 単 位 で の 処 理 を

行 う 。 第 二 実 施 形 態 の 復 号 方 法 は 、 復 号 装 置 の 各 部 が 、 以 下 及 び 図 １ ２ に 例 示 す る ス テ ッ

プ Ｓ ２ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ の 処 理 を 行 う こ と に よ り 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 ［ 多 重 分 離 部 ２ １ ］

　 多 重 分 離 部 ２ １ は 、 入 力 さ れ た 符 号 を 摩 擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 と 帯 域 拡 張 利 得 符

号 と ス ペ ク ト ル 符 号 に 分 離 し て 、 摩 擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 か ら 得 た 摩 擦 音 判 定 情 報

を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ と 帯 域 拡 張 部 ２ ５ へ 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 帯 域 拡 張 部 ２ ５ へ 、 ス

ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 部 ２ ２ へ そ れ ぞ れ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 ［ 復 号 部 ２ ２ ］

　 復 号 部 ２ ２ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １ ４ が 行 っ た 符 号 化 処 理 に 対 応

す る 復 号 処 理 に よ り 、 入 力 さ れ た ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 上 述 し た よ う に 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １ ４ は サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ

う の 一 部 の サ ン プ ル に ビ ッ ト を 割 り 当 て な い 符 号 化 処 理 を 行 う こ と か ら 、 こ れ ら の サ ン プ

ル 番 号 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 値 は ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て も 得 ら れ な い 。 復

号 部 ２ ２ は 、 上 述 し た 符 号 化 部 １ ４ の 例 の 場 合 で あ れ ば 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 、 サ

ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 に よ る

復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 な お 、 符 号 化 部 １ ４ で ビ ッ ト を 割 り 当 て な か っ た サ ン プ ル 番 号 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル の 値 を 0と し て も よ い 。 す な わ ち 、 復 号 部 ２ ２ は 、 上 述 し た 符 号 化 部 １ ４ の 例 の 場

合 で あ れ ば 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 、 サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 復 号 調 整

済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y N - K ,… ,^Y N - 1 そ れ ぞ れ の 値 を 0と し て 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 を 得 て も よ い 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 こ の よ う に し て 、 復 号 部 ２ ２ は 、 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 で あ

っ て 、 高 域 側 の 一 部 に ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い な い ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 周 波 数

領 域 の サ ン プ ル 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 た だ し 、 後 述 す る 通 り 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か

を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 後 述 す る 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 得 た 復

号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 系 列

） の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と

、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域

側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信 号 の

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 得 た 復 号 拡 張

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 。 す な わ

ち 、 復 号 部 ２ ２ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ

る こ と を 示 す 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 低 域 側 の 一 部 に ビ ッ ト が 割 り 当 て ら れ て い な
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い と し て 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 領 域 の ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 に は 高 域 側 の 一 部 に ビ ッ ト

が 割 り 当 て ら れ て い な い と し て 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 領 域 の ス ペ ク ト ル 系 列

（ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 て い る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 復 号 部 ２ ２ は 、 得 た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 摩 擦

音 調 整 解 除 部 ２ ３ に 出 力 し た が 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 復 号 部 ２ ２ は 、 得 た 復 号 調 整

済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 帯 域 拡 張 部 ２ ５ へ 出 力 す る 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 ［ 帯 域 拡 張 部 ２ ５ ］

　 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に は 、 多 重 分 離 部 ２ １ が 出 力 し た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 部 ２ ２ が 出 力

し た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 少 な く と も 入 力 さ れ る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 フ レ

ー ム 単 位 で 、 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 少 な く と

も 基 づ い て 下 記 の よ う に 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 を 得 て 、 得 た 復 号 拡

張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２

５ ） 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の み が 入 力 さ れ

る 構 成 と す る 場 合 に は 、 例 え ば 下 記 の 例 １ の よ う に 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に は 、 フ レ ー ム 単 位

で 、 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 基 づ い て 復 号 拡 張

周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 を 得 て 、 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,

Y N - 1 を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ へ 出 力 す る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 ま た 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に は 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 加

え て 多 重 分 離 部 ２ １ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 も 入 力 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 構 成

と す る 場 合 に は 、 例 え ば 下 記 の 例 ２ の よ う に 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 、 入 力

さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 摩 擦 音 判 定 情 報 に 基 づ い て

復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 を 得 て 、 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

Y 0 ,… , Y N - 1 を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ へ 出 力 す る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 記 憶 部 ２ ５ １ に は 、 符 号 化 装 置 の 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ の 記 憶 部

１ ６ １ に 格 納 さ れ て い る の と 同 じ 、 利 得 ベ ク ト ル の 候 補 で あ る 利 得 候 補 ベ ク ト ル と そ の 利

得 候 補 ベ ク ト ル を 特 定 可 能 な 符 号 と が 組 に さ れ て 複 数 組 予 め 格 納 さ れ て い て 、 各 利 得 候 補

ベ ク ト ル は 複 数 サ ン プ ル 分 の 利 得 候 補 値 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は ス ペ ク

ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 ら れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル （ 符 号 化 装 置 の 符 号 化 部 １ ４ で

ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル に 対 応 す る 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ） の

全 部 ま た は 一 部 で あ る 複 製 元 の 各 サ ン プ ル 値 と 帯 域 拡 張 利 得 符 号 に 対 応 す る 符 号 で 特 定 さ

れ る 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る 各 帯 域 拡 張 利 得 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 を 、 符 号 化 装 置

の 符 号 化 部 １ ４ で ビ ッ ト が 割 り 当 て な か っ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル に 対 応 す る 復 号 拡 張

周 波 数 ス ペ ク ト ル と し た も の と 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 ら れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス

ペ ク ト ル を そ の ま ま 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル と し た も の と 、 に よ る 系 列 を 復 号 拡 張 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 以 下 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル Y 0 ,… ,Y N - K - 1 で あ り 、 符 号 化 部 １ ４ が ビ ッ ト を 割 り 当 て な か っ た 調 整 済 周 波 数 ス ペ

ク ト ル は 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… ,Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら

K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - K ,… ,Y N - 1 で あ る 場 合 の 例 を 説 明 す る 。 す な わ ち 、 ス ペ

ク ト ル 符 号 の 復 号 に よ り 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 が 得 ら れ た 場 合

の 例 を 説 明 す る 。
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【 ０ １ ５ ０ 】

〔 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 例 １ 〕

　 こ の 例 で は 、 記 憶 部 ２ ５ １ に は 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 符 号 の 組 が J組 格 納 さ れ て い て 、 各

利 得 候 補 ベ ク ト ル が Kサ ン プ ル 分 の 利 得 候 補 値 に よ り 構 成 さ れ て い る と す る 。 以 下 、 J個 の

利 得 候 補 ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を G j (j=0,… ,J-1)と し 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)そ

れ ぞ れ に 対 応 す る 符 号 を C G j (j=0,… ,J-1)と し 、 そ れ ぞ れ の 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j は Kサ ン プ

ル 分 す な わ ち K個 の 利 得 候 補 値 g j , k (k=0,… ,K-1)に よ り 構 成 さ れ て い る と し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 を そ の ま ま 復 号 拡 張 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル

Y 0 ,… , Y N - K - 1 と す る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 ま た 、 記 憶 部 ２ ５ １ に 記 憶 さ れ た 利 得 候 補 ベ

ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)の う ち 、 対 応 す る 符 号 C G j が 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 等 し い

利 得 候 補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る K個 の 利 得 候 補 値 を 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g K - 1 と し て 得 る 。 帯

域 拡 張 部 ２ ５ は 、 さ ら に 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 の う ち の サ ン プ ル

番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y N - 2 K ,… ,^Y N - K - 1 と 帯 域 拡 張 利

得 g 0 ,… ,g K - 1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 ^Y N - 2 K  g 0 ,… ,^Y N - K - 1  g K - 1 を 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - K ,… ,

Y N - 1 と す る 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 〔 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 例 ２ 〕

　 こ の 例 で は 、 記 憶 部 ２ ５ １ に は 例 １ と 同 様 に 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 符 号 の 組 が J組 格 納 さ

れ て い る が 、 例 １ と は 異 な り 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 非 摩

擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル の ２ 種 類 が 格 納 さ れ て い る と す る 。 す な わ ち 、 記 憶 部 ２ ５ １ に は

摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 符 号 の 組 が J組 格 納 さ れ て い

て 、 各 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 各 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル が Kサ ン プ ル 分 の 利 得

候 補 値 に よ り 構 成 さ れ て い る と す る 。 以 下 、 J個 の 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を G

1 j (j=0,… ,J-1)と し 、 J個 の 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を G2 j (j=0,… ,J-1)と

し 、 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G1 j (j=0,… ,J-1)の そ れ ぞ れ に 対 応 し か つ 非 摩 擦 音 用 利 得

候 補 ベ ク ト ル G2 j (j=0,… ,J-1)の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 符 号 を C G j (j=0,… ,J-1)と し て 説 明

す る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G1 j は Kサ ン プ ル 分 す な わ ち K個 の 利 得

候 補 値 g1 j , k (k=0,… ,K-1)に よ り 構 成 さ れ て い て 、 そ れ ぞ れ の 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト

ル G2 j は Kサ ン プ ル 分 す な わ ち K個 の 利 得 候 補 値 g2 j , k (k=0,… ,K-1)に よ り 構 成 さ れ て い る と

し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ５ ３ 】

　 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 を そ の ま ま 復 号 拡 張 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い ほ う か ら N-K個 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル

Y 0 ,… , Y N - K - 1 と す る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 ま た 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的

な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 記 憶 部 ２ ５ １ に 記 憶 さ れ た 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル G1 j

(j=0,… ,J-1)を 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)と し て 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が

摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 に は 記 憶 部 ２ ５ １ に 記 憶 さ れ た 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ

ク ト ル G2 j (j=0,… ,J-1)を 利 得 候 補 ベ ク ト ル G j (j=0,… ,J-1)と し て 、 利 得 候 補 ベ ク ト ル G

j (j=0,… ,J-1)の う ち 、 対 応 す る 符 号 C G j が 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 等 し い 利 得 候

補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る K個 の 利 得 候 補 値 を 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g K - 1 と し て 得 る 。 帯 域 拡 張

部 ２ ５ は 、 さ ら に 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が

大 き い ほ う か ら K個 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y N - 2 K ,… ,^Y N - K - 1 と 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,

… ,g K - 1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 ^Y N - 2 K  g 0 ,… ,^Y N - K - 1  g K - 1 を 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y N - K ,… , Y N - 1

と す る 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 〔 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 例 １ と 例 ２ の 変 形 例 １ 〕
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　 上 述 し た 例 １ と 例 ２ で は 、 帯 域 拡 張 利 得 の 乗 算 の 対 象 と す る 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト

ル は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 ら れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 の

う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個 の 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y N - 2 K ,… ,^Y N - K - 1 と

し た 。 し か し 、 帯 域 拡 張 利 得 の 乗 算 の 対 象 と す る 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 、 ス ペ ク

ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 ら れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y N - K - 1 の う ち の 予 め 定

め た K個 の サ ン プ ル 番 号 に 対 応 す る K個 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル で あ れ ば よ い 。

【 ０ １ ５ ５ 】

　 〔 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 例 １ と 例 ２ の 変 形 例 ２ 〕

　 上 述 し た 例 １ と 例 ２ で は 、 kの 値 が 小 さ い 順 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y N - 2 K + k と

、 kの 値 が 小 さ い 順 の 帯 域 拡 張 利 得 g k と 、 を 乗 算 し て 、 kの 値 が 小 さ い 順 の 復 号 拡 張 周 波 数

ス ペ ク ト ル Y N - K + k を 得 て い る が 、 す な わ ち 、 kの 値 が 小 さ い 順 で の 対 応 付 け を し て い る が

、 予 め 定 め た 対 応 付 け で あ れ ば ど の よ う な 対 応 付 け で も よ い 。

【 ０ １ ５ ６ 】

　 〔 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 具 体 例 〕

　 N=32, K=12の 場 合 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 具 体 例 を 説 明 す る 。 こ の 具 体 例 は 帯 域 拡 張 部 ２ ５

の 例 ２ の 変 形 例 ２ に 対 応 す る 。 図 １ ３ と 図 １ ４ は 、 N=32, K=12の 場 合 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ と

摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ の 処 理 の 例 で あ る 。

【 ０ １ ５ ７ 】

　 図 １ ３ は 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 の 例 で あ る 。 帯 域 拡 張 部

２ ５ は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 の 復 号 に よ り 得 ら れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y 1 9

を そ の ま ま 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… , Y 1 9 と す る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 ま た 、 対

応 す る 符 号 C G j が 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 等 し い 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る 12個

の 利 得 候 補 値 を 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g 1 1 と し て 得 る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 さ ら に 、 復 号 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y 1 9 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら 12個 の 復 号 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 8 ,… ,^Y 1 9 と 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g 1 1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 ^Y 8

g 0 ,… ,^Y 1 9  g 1 1 を 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個

の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 0 ,… , Y 3 1 と す る 。

【 ０ １ ５ ８ 】

　 図 １ ４ は 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 の 例 で あ る 。 帯 域 拡 張 部

２ ５ は 、 ス ペ ク ト ル 符 号 の 復 号 に よ り 得 ら れ た 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y 1 9

を そ の ま ま 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 0 ,… , Y 1 9 と す る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 ま た 、 対

応 す る 符 号 C G j が 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 等 し い 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る 12個

の 利 得 候 補 値 を 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g 1 1 と し て 得 る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 さ ら に 、 復 号 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 0 ,… ,^Y 1 9 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら 12個 の 復 号 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 8 ,… ,^Y 1 9 と 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g 1 1 と を そ れ ぞ れ 乗 算 し た 値 ^Y 8

g 0 ,… ,^Y 1 9  g 1 1 を 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い ほ う か ら K個

の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 4 ,… , Y 3 1 , Y 2 0 ,… , Y 2 3 と す る 。 す な わ ち 、 帯 域 拡 張 部

２ ５ は 、 ８ 番 目 か ら １ ９ 番 目 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 8 ,… ,^Y 1 9 を 複 製 元 と し 、

こ れ ら の 複 製 元 の 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^Y 8 ,… ,^Y 1 9 の 値 と 帯 域 拡 張 利 得 g 0 ,… ,g 1 1

と を 乗 算 し た 値 ^Y 8  g 0 ,… ,^Y 1 9  g 1 1 を 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の １ ６ 番 目 か ら １ ９

番 目 ま で の サ ン プ ル 番 号 順 に 対 応 す る 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 0 =^Y 1 6  g 8 ,… , Y 2 3 =^

Y 1 9  g 1 1 の 後 が 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル の ８ 番 目 か ら １ ５ 番 目 ま で の サ ン プ ル 番 号

順 に 対 応 す る 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 4 =^Y 8  g 0 ,… , Y 3 1 =^Y 1 5  g 7 と な る 順 番 で 並 べ

た も の が 、 ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 0 ,… , Y 3 1 と な る よ う に

す る 処 理 を 行 う 。

【 ０ １ ５ ９ 】

　 こ の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ の 動 作 は 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ の 動 作 に 対 応 さ せ た も の で あ る 。

図 ８ の 例 で は 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号 拡 張 周 波 数 ス

ペ ク ト ル Y 2 0 ,… , Y 3 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 小 さ い 側 の ２ ０ 番 目 か ら ２ ３ 番 目 ま で の 復

号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 0 ,… , Y 2 3 を 、 サ ン プ ル 番 号 が ２ ８ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復
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号 周 波 数 ス ペ ク ト ル ^X 2 8 ,… ,^X 3 1 と し 、 ２ ０ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ

ク ト ル Y 2 0 ,… , Y 3 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が 大 き い 側 の ２ ４ 番 目 か ら ３ １ 番 目 ま で の 復 号

拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル Y 2 4 ,… , Y 3 1 を 、 サ ン プ ル 番 号 が ２ 番 目 か ら ９ 番 目 ま で の 復 号 周 波

数 ス ペ ク ト ル ^X 2 ,… ,^X 8 と す る 。 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 こ の 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ の 動 作 に

よ り 得 ら れ る 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 周 波 数 の 高 低 を 考 慮 し て 、 図 １ ４ の 動 作 を す る 。 す

な わ ち 、 復 号 装 置 の 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す

場 合 で も 摩 擦 音 的 な 音 で な い こ と を 示 す 場 合 で も 、 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル に お け る 周 波 数

の 高 低 に 整 合 し た 処 理 を 行 う よ う に さ れ て い る 。

【 ０ １ ６ ０ 】

　 こ の よ う に し て 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 復 号 部 ２ ２ が ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 た 周 波

数 領 域 の サ ン プ ル 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） よ り も 高 域 側 に 、 復 号 部 ２ ２ が

ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ） に 含 ま れ る K個 （ Kは 2以 上 の 整 数 ） の サ ン プ ル に 基 づ く サ ン プ ル を 配 置 す る こ と に よ

り 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 得 る 。

【 ０ １ ６ １ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 復 号 し て K個 の 帯 域

拡 張 利 得 に よ る 組 を 得 て 、 復 号 部 ２ ２ が ス ペ ク ト ル 符 号 を 復 号 し て 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン

プ ル 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） よ り も 高 域 側 に 、 復 号 部 ２ ２ が ス ペ ク ト ル 符

号 を 復 号 し て 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 に 含 ま れ る K個 の サ ン プ ル と K個 の 帯 域 拡 張 利 得

と を 乗 算 し て 得 た K個 の サ ン プ ル を 配 置 す る こ と に よ り 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

を 得 る 。

【 ０ １ ６ ２ 】

　 ま た 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に は 、 複 数 個 の 符 号 と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 摩 擦 音 用 利 得

候 補 ベ ク ト ル と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 、 が 記 憶 さ れ

て い る と し 、 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル の そ れ ぞ れ は K個

の 利 得 候 補 値 を 含 む と し て 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 帯 域 拡 張 利 得 符 号 を 復 号 し て K個 の 帯 域 拡

張 利 得 に よ る 組 を 得 る 処 理 は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音

的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 複 数 個 の 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル の う ち 対 応 す る 符

号 が 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 同 じ で あ る 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル に 含 ま れ る K個 の 利 得 候 補

値 を K個 の 帯 域 拡 張 利 得 の 組 と し 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 複 数 個 の 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ

ク ト ル の う ち 対 応 す る 符 号 が 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 同 じ で あ る 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル

に 含 ま れ る K個 の 利 得 候 補 値 を K個 の 帯 域 拡 張 利 得 の 組 と す る 処 理 で あ っ て も よ い 。

【 ０ １ ６ ３ 】

　 ［ 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ ］

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ に は 、 多 重 分 離 部 ２ １ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 と 帯 域 拡 張 部 ２

５ が 出 力 し た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 が 入 力 さ れ る 。 摩 擦 音 調 整 解 除

部 ２ ３ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場

合 に は 、 入 力 さ れ た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 に 対 し て 調 整 解 除 処 理 を

行 っ て 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 得 て 、 得 ら れ た 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ へ 出 力 し 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で な い と

示 す 場 合 に は 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 を そ の ま ま 復 号 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 と し て 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ へ 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 。

【 ０ １ ６ ４ 】

　 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 は 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 摩 擦 音 調 整 解

除 部 ２ ３ が 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y N - 1 に 対 し て 行 う 処 理 と 同 様 の 処 理

を 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 に 対 し て 行 う 処 理 で あ る 。 す な わ ち 、 1よ

り 大 き く Nよ り 小 さ い 整 数 値 を Mと す る と 、 例 え ば 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,…

, Y N - 1 の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M未 満 の サ ン プ ル で あ る Y 0 ,… , Y M - 1 に よ る サ ン プ ル 群 を

低 域 側 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し 、 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1

の う ち の サ ン プ ル 番 号 が M以 上 の サ ン プ ル で あ る Y M ,… , Y N - 1 に よ る サ ン プ ル 群 を 高 域 側
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復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と す る と 、 摩 擦 音 判 定 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示

す 場 合 に 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ が 行 う 調 整 解 除 処 理 は 、 低 域 側 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 こ れ と 同 数 の 、 高 域 側 復 号 拡 張 周 波 数

ス ペ ク ト ル 系 列 Y M ,… , Y N - 1 の 全 部 ま た は 一 部 の サ ン プ ル と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 と し て 得 る 処 理 で あ る 。

【 ０ １ ６ ５ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す

情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま

た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち

の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ

替 え た も の を 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） と し て 得

て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ が 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま

ま 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） と し て 得 て も よ い 。

【 ０ １ ６ ６ 】

　 な お 、 図 １ １ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ と 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ を 摩 擦

音 対 応 帯 域 拡 張 部 ２ ７ と す る と 、 摩 擦 音 対 応 帯 域 拡 張 部 ２ ７ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音

で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合 に は 、 復 号 部 ２ ２ が 得 た 周

波 数 領 域 の ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） に つ い て 低 域 側 へ の 帯 域

拡 張 を 行 っ て 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 、 前

記 以 外 の 場 合 に は 、 復 号 部 ２ ２ が 得 た 周 波 数 領 域 の ス ペ ク ト ル 系 列 に つ い て 高 域 側 へ の 帯

域 拡 張 を 行 っ て 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 （ 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ） を 得 て

い る と 言 え る 。

【 ０ １ ６ ７ 】

　 ［ 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ ］

　 時 間 領 域 変 換 部 ２ ４ は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 、 符

号 化 装 置 の 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ が 行 っ た 周 波 数 領 域 へ の 変 換 方 法 に 対 応 す る 時 間 領 域 へ

の 変 換 方 法 を 用 い て 時 間 領 域 の 信 号 に 変 換 し て フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 （ 復 号 音 信 号 ） を 得

て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ） 。

【 ０ １ ６ ８ 】

　 ≪ 作 用 効 果 ≫

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置 に よ れ ば 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置

と 同 様 に 、 摩 擦 音 調 整 処 理 と 摩 擦 音 調 整 解 除 処 理 を 行 う こ と で 、 摩 擦 音 的 な 音 の 時 間 区 間

で は 高 域 に 優 先 し て ビ ッ ト が 割 り 当 て 、 そ う で な い 時 間 区 間 で は 低 域 に 優 先 し て ビ ッ ト を

割 り 当 て ら れ る よ う に す る こ と で 、 摩 擦 音 な ど を 含 む 音 信 号 で あ っ て も 聴 感 的 な 劣 化 を 少

な く す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ６ ９ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置 に よ れ ば 、 更 に 、 帯 域 拡 張 利 得 を 用 い て 、 摩 擦 音

的 な 音 の 時 間 区 間 で は 高 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 複 製 に よ り 低 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 再

現 し て 帯 域 を 拡 張 し 、 そ う で な い 時 間 区 間 で は 低 域 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 複 製 に よ り 高 域

の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 再 現 し て 帯 域 を 拡 張 す る こ と で 、 摩 擦 音 な ど を 含 む 音 信 号 で あ っ て

も 第 一 実 施 形 態 よ り も 更 に 聴 感 的 な 劣 化 を 少 な く す る こ と が で き る 。 そ の 際 、 周 波 数 ス ペ

ク ト ル の 振 幅 に 基 づ く 帯 域 拡 張 利 得 を 用 い て 周 波 数 順 を 維 持 し た 複 製 を す る こ と で 、 元 の

周 波 数 ス ペ ク ト ル の 概 形 を な る べ く 再 現 し 、 聴 感 品 質 を 高 め て い る 。

【 ０ １ ７ ０ 】

　 ま た 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ と し て 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 の 摩

擦 音 判 定 部 １ ２ を 用 い れ ば 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ と し て 第 一 実

施 形 態 の 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ を 用 い る 構 成 よ り も 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ の 判 定 結 果 が 頻 繁 に 切

り 替 わ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き 、 復 号 音 の 波 形 の 不 連 続 の 発 生 頻 度 を 抑 制 す る こ と が

で き 、 こ の 不 連 続 が 知 覚 さ れ る こ と に よ る 聴 覚 品 質 の 劣 化 を 抑 え る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ７ １ 】

　 ［ プ ロ グ ラ ム 及 び 記 録 媒 体 ］

　 符 号 化 装 置 、 復 号 装 置 及 び 摩 擦 音 判 定 装 置 の そ れ ぞ れ を 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 し

て も よ い 。 こ の 場 合 、 符 号 化 装 置 、 復 号 装 置 及 び 摩 擦 音 判 定 装 置 の そ れ ぞ れ が 有 す べ き 機

能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ

で 実 行 す る こ と に よ り 、 符 号 化 装 置 、 復 号 装 置 及 び 摩 擦 音 判 定 装 置 の そ れ ぞ れ が コ ン ピ ュ

ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ７ ２ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。

【 ０ １ ７ ３ 】

　 ま た 、 各 部 の 処 理 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 構 成

す る こ と に し て も よ い し 、 こ れ ら の 処 理 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ

と と し て も よ い 。

【 ０ １ ７ ４ 】

　 そ の 他 、 こ の 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な

い 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 令 和 2年 7月 7日 (2020.7.7)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 J.D. Johnston, ＂ Transform Coding of Audio Signals Using Percept

ual Noise Criteria＂ , IEEE Journal on Selected Areas in Com munications, pp.314-3

23, vol. 6, no. 2, 1988.

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 Step 2-6： Step 2-4で 得 た 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X M - 1 と 、 Step 2-5

で 得 た 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X M ,… ,^X N - 1 と 、 を 結 合 し て 、 復 号 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X N - 1 を 得 る 。

【 手 続 補 正 ３ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ８ １ 】

　 Step 2-5＇ ： Step 2-3で 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 へ の 調 整 対

象 サ ン プ ル を 取 り 出 し た 残 り の サ ン プ ル を 高 域 側 に 詰 め て 、 空 い た 低 域 側 の サ ン プ ル 位 置

に Step2-2で 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 か ら 取 り 出 し た 高 域 側 へ の 調 整 対 象

サ ン プ ル を 配 置 し た も の 、 を 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X M ,… ,^X N - 1 と し て 得 る 。

【 手 続 補 正 ４ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 N=32、 M=20、 C=8の 場 合 の Step 2-1か ら Step 2-6ま で の う ち の Step 2-4に 代 え て Step 2-

4'を 行 い 、 Step 2-5に 代 え て Step 2-5'を 行 う 例 を 図 ８ に 示 す 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は

、 ま ず 、 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^Y 0 ,… ,^Y 3 1 の う ち の ^Y 0 ,… ,^Y 1 9 を 低 域 側 復 号

調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し 、 ^Y 2 0 ,… ,^Y 3 1 を 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 と す る (Step 2-1)。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

^Y 0 ,… ,^Y 1 9 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル ^Y 1 2 ,… ,^Y 1 9 を 高 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と し て

取 り 出 す (Step 2-2) 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ^Y 2 0 ,… ,^Y 3 1 に 含 ま れ る 8個 の サ ン プ ル ^Y 2 4 ,… ,^Y 3 1 を 低 域 側 へ の 調 整 対 象 サ ン プ ル と

し て 取 り 出 す (Step 2-3) 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 低 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 中 の ^Y 0 ,^Y 1 を 低 域 側 に 詰 め 、 ^Y 2 ,… ,^Y 1 1 を 高 域 側 に 詰 め 、 空 い た 間 に ^Y 2 4 ,… ,^Y

3 1 を 配 置 し た も の を 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 1 9 と し て 得 る (Step 2-4')

。 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ は 、 高 域 側 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 3 を

高 域 側 に 詰 め 、 高 域 側 に 詰 め た ^Y 2 0 ,… ,^Y 2 3 の 低 域 側 に ^Y 1 2 ,… ,^Y 1 9 を 配 置 し た も の を 高

域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 2 0 ,… ,^X 3 1 と し て 得 る (Step 2-5') 。 摩 擦 音 調 整 解 除 部

２ ３ は 、 低 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 1 9 と 高 域 側 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系

列 ^X 2 0 ,… ,^X 3 1 と を 結 合 し て 復 号 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 ^X 0 ,… ,^X 3 1 を 得 る (Step 2-6)。

【 手 続 補 正 ５ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ １ ２ ６ 】

　 こ の よ う に 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ に は 、 複 数 個 の 符 号 と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に 対 応

す る 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル と 、 符 号 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト

ル と 、 が 記 憶 さ れ て お り 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 摩 擦 音 的 な

音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 用 い

、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 非 摩 擦 音 用 利 得 候 補 ベ ク ト ル を 利 得 候 補 ベ ク ト ル と し て 用 い て も

よ い 。

【 手 続 補 正 ６ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ５

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ １ ３ ５ 】

　 ［ 多 重 化 部 １ ５ ］

　 多 重 化 部 １ ５ に は 、 摩 擦 音 判 定 部 １ ２ が 出 力 し た 摩 擦 音 判 定 情 報 と 、 符 号 化 部 １ ４ が 出

力 し た ス ペ ク ト ル 符 号 と 、 帯 域 拡 張 利 得 符 号 化 部 １ ６ が 出 力 し た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 が 入 力

さ れ る 。 多 重 化 部 １ ５ は 、 入 力 さ れ た 摩 擦 音 判 定 情 報 に 対 応 す る 符 号 と ス ペ ク ト ル 符 号 と

帯 域 拡 張 利 得 符 号 と を 繋 ぎ 合 わ せ て 得 た 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
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【 手 続 補 正 ７ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ４ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ １ ４ ６ 】

　 帯 域 拡 張 部 ２ ５ に 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の み が 入 力 さ れ

る 構 成 と す る 場 合 に は 、 例 え ば 下 記 の 例 １ の よ う に 、 帯 域 拡 張 部 ２ ５ は 、 フ レ ー ム 単 位 で

、 入 力 さ れ た 帯 域 拡 張 利 得 符 号 と 復 号 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に 基 づ い て 復 号 拡 張 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N - 1 を 得 て 、 得 た 復 号 拡 張 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 Y 0 ,… , Y N

- 1 を 摩 擦 音 調 整 解 除 部 ２ ３ へ 出 力 す る 。

【 手 続 補 正 ８ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を 低 域 側 に

優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 符 号 化 部 を 含

む 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部 と 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ

ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部

ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 前 記 所 定 の 周 波 数 よ り

も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 に 対 応 す る 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 部 と 、 を

更 に 含 み 、

　 前 記 符 号 化 部 は 、 前 記 摩 擦 音 調 整 部 が 得 た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を 前 記 音 信 号 に

対 応 す る 前 記 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 と し て 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 高 域 側 調 整 済 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 に よ り 構 成 さ れ る と し て 、 前 記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の

サ ン プ ル を 前 記 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め 、 前 記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト

ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に 配 置 し

、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に 配 置 し 、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前

記 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め る こ と に よ り 前 記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 を 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に あ る 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 高 域 側 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

と し て 得 る 、
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　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 が 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と 高 域 側 調 整 済 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 に よ り 構 成 さ れ る と し て 、 前 記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の

サ ン プ ル を 前 記 高 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 高 域 側 に 配 置 し 、 前 記 低 域 側 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 に 含 め

、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 一 部 の サ ン プ ル を 前 記 低 域 側 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 中 に 含 め 、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 残 り の サ ン プ ル を 前 記 高 域 側 調

整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に 配 置 す る こ と に よ り 前 記 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル

系 列 を 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 調 整 部 は 、 前 記 摩 擦 音 判 定 部 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前

記 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 高 域 側 周 波 数 ス

ペ ク ト ル 系 列 中 の 低 域 側 に あ る 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

と し て 得 る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 は 、 当 該 フ レ ー ム の 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波

数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比

が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 、 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 前

記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か に 記 載 の 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 部 は 、 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク

ト ル 系 列 に お け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス

ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い

か 閾 値 以 上 で あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ

ー ム 数 以 上 で あ る 場 合 に 、 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 、

　 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 で あ っ て 、 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が

割 り 当 て ら れ て い る ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 、 復 号 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ

ン プ ル 列 を 得 る 復 号 部 を 含 む 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合

に は 、 前 記 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ

る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 復 号 部 が 得 た 周 波 数

領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全

部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前

記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 復 号 部 が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を そ の ま ま 復 号 音 信 号 の 周

波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 解 除 部 を 更 に 含 む 、

　 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 で 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音

判 定 装 置 で あ っ て 、
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　 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 前 記 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お

け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平

均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で

あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ ー ム 数 以 上 で

あ る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム に つ い て 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 部

を 含 む 、

　 摩 擦 音 判 定 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を 低 域 側 に

優 先 し て ビ ッ ト を 割 り 当 て る 符 号 化 処 理 で 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得 る 符 号 化 ス テ ッ

プ を 含 む 符 号 化 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 ス テ ッ プ と 、

　 前 記 摩 擦 音 判 定 ス テ ッ プ が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 の 周 波

数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域 側 に あ る 低 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列

の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の う ち の 前 記 所 定 の 周 波

数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も

の を 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 音 信 号 に 対 応 す

る 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を そ の ま ま 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 ス

テ ッ プ と 、 を 更 に 含 み 、

　 前 記 符 号 化 ス テ ッ プ は 、 前 記 摩 擦 音 調 整 ス テ ッ プ が 得 た 調 整 済 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 を

前 記 音 信 号 に 対 応 す る 前 記 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 と し て 符 号 化 し て ス ペ ク ト ル 符 号 を 得

る 、

　 符 号 化 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 の ス ペ ク ト ル 符 号 で あ っ て 、 低 域 側 に 優 先 し て ビ ッ ト が

割 り 当 て ら れ て い る ス ペ ク ト ル 符 号 、 を 復 号 し て 、 復 号 音 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ

ン プ ル 列 を 得 る 復 号 ス テ ッ プ を 含 む 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 入 力 さ れ た 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 表 す 情 報 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る こ と を 示 す 場 合

に は 、 前 記 復 号 ス テ ッ プ が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 低 域

側 に あ る 低 域 側 周 波 数 サ ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 こ れ と 同 数 の 、 前 記 復 号 ス テ ッ プ

が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 の う ち の 所 定 の 周 波 数 よ り も 高 域 側 に あ る 高 域 側 周 波 数 サ

ン プ ル 列 の 全 部 ま た は 一 部 と 、 を 入 れ 替 え た も の を 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と

し て 得 て 、 前 記 以 外 の 場 合 に は 、 前 記 復 号 ス テ ッ プ が 得 た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル 列 を そ の

ま ま 復 号 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 と し て 得 る 摩 擦 音 調 整 解 除 ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、

　 復 号 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム 単 位 で 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る か 否 か を 判 定 す る 摩 擦 音

判 定 方 法 で あ っ て 、

　 当 該 フ レ ー ム を 含 む 複 数 の フ レ ー ム に お い て 、 前 記 音 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 系 列 に お

け る 低 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平 均 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 側 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 平

均 エ ネ ル ギ ー の 比 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 が 予 め 定 め た 閾 値 よ り 大 き い か 閾 値 以 上 で

あ る フ レ ー ム 数 が 、 そ う で な い フ レ ー ム 数 よ り 多 い か ま た は そ う で な い フ レ ー ム 数 以 上 で

あ る 場 合 に 、 当 該 フ レ ー ム に つ い て 音 信 号 が 摩 擦 音 的 な 音 で あ る と 判 定 す る 摩 擦 音 判 定 ス

テ ッ プ を 含 む 、

　 摩 擦 音 判 定 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か の 符 号 化 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ

ロ グ ラ ム 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 請 求 項 ８ の 復 号 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。
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【 請 求 項 １ ５ 】

　 請 求 項 ９ の 摩 擦 音 判 定 装 置 の 各 部 と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。

【 手 続 補 正 ９ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面

【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ７

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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